

ブルーレイディスクサラウンドシステム 

HTZ-626BD 

XV - BD 121 W I ブルーレイディスクレシーバー 
S - BD 121 I スピ-力-システム 


m 結顿化 M 幕 

田就酷 ffer?5Si?s1?nSi [ 1 iPod 日 iPhone ^ 

Hsmi 


インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/support/ 

このたびはパイオニア製品をお買い上げいただきまして、まことにありびとうございます。弊社で 
は、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどをお届けいたし 
ます。なお、上記アドレスは、困ったとさのよくある質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや 
取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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ディスク/ファイルを再生する . 

早送り/早戻しする . 

チャプター/トラック/ファイルを指定して再生する... 

呂ぉ出しすみ . 

ス□-再生する . 

コマ送り/コマ戻し再生する . 

指定した箇所を繰り返し再生する 

( A - B リピート再生） . 

繰り返し再生する （ U ピート再生） . 

お好みの順番で再生する（プ□グラム再生) . 

再生中の箇所にブックマークをつける . 

画像を掘:大/縮ルする（ズーム） . 

写真をスライドショー再生する . 

アングルを切り換える . 

字幕を切り換える . 

音声を切り換える . 

CD / SACD の再生エ U アを切り換える . 

ディスクの情報を見る . 

BONUSVIEW や BD-LIVE を楽しむ . 

再生機能について . 

ツールメニューを使ラ . 

時間を指定して再生する（タイムサーチ） . 

タイトル/チャプター/トラック/ファイルを 

指定して再生する（サーチ） . 

指定した箇所から続けて再生する （ つづさ見再生） ......... 

順不同に再生する （ ランダム/シャツフル再生） . 


I ホームメディアギヤラリー_ I 

ホームメディアギヤラリーについて . 33 

ネットワーク上のトラック/ファイルについて . 33 

ホームメディアギヤラリーから再生する . 34 

ネットワーク上のファイルを再生する . 34 

ディスク / USB を再生する . 34 

ホームメディアギヤラリープレイリスト 

( HMG プレイ U スト）から再生する . 3已 

I ウェブコンテンツの再生 I 

再生でさるウェブコンテンツ . 36 

再生する . 3 巨 


再生 


安全上のごを意 . 

I 準備 

付属品を確認する . 

本体部 . 

スピーカー部 . 

リモコンに電池を入れる . 

ソフトウエアの更新について . 

再生でさるディスク/ファイル . 

再生でさるディスク . 

再生でさるファイル . 

商標とライセンス . 

各部の名前とはたらき . 

リモコン . 

本体前面部 . 

本体背面部 . 

I 接続 

スピーカーの設置 . 

スピーカーの接続 . 

スピーカーを壁に取り付ける . 

スピーカーの設置について . 

配胃 . 

テレビと接続する . 

HDMI ケーブルで接続する . 

DVI 機器と接続したいとき . 

ビデオケーブルで接続する . 

FM アンテナを接続する . 

外部機器と接続する . 

アナ□グオーディオ機器と接続する 
ポータブルオーディオプレーヤーと接続する 
テレビやデジタルオーディオ機器と接続する 

HDMI 機器と接続する . 

BLUETOOTH ® アダプターを接続する ......... 

ネットワークに接続する . 

LAN 端テでネットワークに接続する . 

ワイヤレス接続する . 

ワイヤレス設定をする . 

WPS ( Wi - Fi ) を設定する . 

ネットワーク接続に関する注意 . 

USB デバイスの接続 . 

US 日デバイスについて . 

US 日デバイスを接続する . 


屋 A 巧ぶ _ I 

セットアップナビを使って設定する . 24 

本機のリモコンでテレビを操作する . 2已 

メーカーコード 表 . 2 己 


このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとラございます。 

本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 
特に「安全上のごを意」は必ずお読み<ださい。なお、「取扱説明書」は「保証書」と一緒に必ず保管して<ださい。 
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に、ろいろな機能_ ] 

オーディオ CD を USB デバイスに録音する . 37 

iPod / iPhone の音楽や映像を楽しむ . 38 

iPod/iPhone を接続する . 38 

テレビを接続する . 38 

iPod/iPhone を操作する . 38 

FM ラジオを聴< . 39 

放送局を受信する . 39 

放送局を記憶させる . 39 

記憶している放送局をすべて削除する . 39 

放送に雑音びをいとさ . 39 

BLUETOOTH ® アダプターを使用してワイヤレスで 

音楽を楽しむ . 39 

巨 LUETOOTH® 対応機器で音楽を聴 < . 39 

カラオケを楽しむ . 40 

ヴウンドの設定 . 41 

I 詳細設定 1 

設定を変更する . 42 

設定画面を操作する . 42 

本体設定 . 42 

本機のソフトウエアを更新する . 48 

すべての設定をお買い上げ時の状態に戻す . 49 

言語コード表、国/地域コード表 . 已〇 
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使用上のご注意 . 曰1 

故障かな？と思った5 . 已3 

保証とアフターヴービス . 已8 

ヴービス拠点のご案内 . 已9 

電波に関するご注意 . 61 

おちな仕様 . 巨2 
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安を上のご注意 


r 


〔 A ミち白 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負ラ可能 
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示 
しています。 


給表示の側 


A 

這 


A 記号はミ主意（警告を含む）しなければならない内容で 
あることを示しています。図の中に具体的なミ主意内容（左 
図は感電ま意）び描かれています。 

0 記号は禁止 （ やってはいけないこと）を示しています。 
図の中や近< に具体的な禁止内容 （ 左図は分解禁止）び描 
かれています。 

参記号は行動を強制したり指示したりする内容を示して 
います。図の中に具体的な指示内容（左図は電源プラグを 
コンセントから抜け）び描かれています。 


A 警告 


♦ン異常時の処置 


處 

€ 

♦:♦設置 

0 


0 


0 


放熱をよくするため他の機器、壁などから間隔をとり、 
ラックに入れるとをはすさ間をあけてください。また、 
次のよラな使いちで通風孔をふさびないでください。内 
部に熱びこを0、火災の原因となることびあ0ます。 
^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

- 押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 

じゅラたんやふとんの上に置<。 

- テーブルク□スなどをかける。 

本機の上に乂びついたろラそくなどの裸火を置かないで 
<ださい。火災の原因とな0ます。 


♦ 使用環境 


万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると火災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
はを険ですから絶対おやめ < ださい。 

万一内部に水や異物などび入ったときは、まず機器本体 
の電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜 
いて販売店にご連絡<ださい。そのまま使用すると火災- 
感電の原因となります。 

万一本機を落としたり、カバーを破損したときは、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店にご連絡<ださい。そのまま使用すると 
乂災-感電の原因となります。 


(§) 

0 

0 


本機に水び入ったり、濡れたりしないよラにごを意くだ 
さい。乂災•感電の原因となります。雨天、降雪中、ミ毎岸、 
水辺での使用は特にごま意ください。 

風呂場•シャワー室などでは使用しないでください。火災 • 
感電の原因となります。 

表示された電源電圧（交流100ボルト50 Hz /60 Hz ) 
似外の電圧で使用しないでください。火災-感電の原因 
とな0ます。 

本機を使用でさるのは日本国内のみです。船舶などの直 
流 （ DC ) 電源には接続しないでください。乂災の原因 
とな0ます。 


♦ 使用方法 


付属の電源コードはこの機器のみで使用することを目的 
とした専用部品です。他の電気製品ではご使用いただけ 
ません。他の電気製品で使用した場合、発熱によ〇乂災 • 
感電の原因となることびあります。 

また、電源コードは本製品に付属のわの似外は使用しな 
いでください。他の電源コードを使用した場合、この機 
器の本来の性能び出ないことや、電流容量不足による発 
熱から乂災-感電の原因となることびあります。 


0 


本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水 
などの入った容器または小さな金属物を置かないで < だ 
さい。こぼれたり、中に入った場合、火災•感電の原因 
となります。 

濡れた手で（電源）プラグを抜さ差ししないで<ださい。 
感電の原因となることびあります。 

本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいをの 
などを差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 
火災-感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごま意 < ださい。 

本機のカバーを外したり、改造したりしないでください。 
内部には電圧の高い部分びあり、火災-感電の原因とな 
ります。内部の点検-整備-修理は販売店にご依頼くだ 
さい。 


電源プラグの刃および巧の付近にほこりや金属物び付着 
しているとさは、電源プラグを抜いてから乾いた巧で取 
り除いてください。そのまま使用すると火災•感電の原 
因となります。 

電源コードの上に重いをのをのせたり、コードび本機の 
下敷きにならないようにしてください。また、電源コー 
ドび引っ張られないようにしてください。コードび傷つ 
いて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物 
などで覆ラことにより、それに気付かず、重い物をのせ 
てしまラことびあります。 


ま全にお使いいただ<ために、必ずお守り <ださい。 

この取扱説明書および製品には、製品をま全に正しくお使いいたださ、 
お客様や他のち々へのち害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな絵表示をしています。その表示と意ほは次のようになって 
います。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷 
を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 


處0 
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音び歪んだ状態で長時間使わないで < ださい。スピーカー 
び発熱し、乂災の原因となることびあ0ます。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特 
におテ様はごま意<ださい。倒れたり、壊れた0してけ 
びの原因になることびあります。 

旅行などで長期間ご使用にならないとさは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントから抜いて < ださい。 


ディスクを使用する機器のときは、ひび割れ、変形、ま 
たは接着剤などで捕修したディスクは使用しないで<だ 
さい。ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散つ 
てけびの原因となることびあ0ます。 


0 窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当たる場所など 
異常に温度び高くなる場所に放置しないでください。乂 
災の原因となることびあ0ます。 

♦ン使用方法 



レーヴーを使用している機器では、レーヴー光源をのぞ 
をこまないでください。レーヴー光び目に当たると視力 
障害を起こすことびあります。 

お子様びディスク挿入□に、手を入れないよラにごま意 
ください。けびの原因になることびあります。 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほ 
こりの多い場所に置かないでください。火災-感電の原 
因となることびあります。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカーなどに機器を接続 
するときは、それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、 
電源を切り、説明に従って接続してください。また、接 
続は指定のコードを使用してください。 

本機の上に重いをのや外枠からはみ出るよラな大きなを 
のを置かないでください。バランスびくずれて倒れたり、 
落下してけびの原因となることびあ0ます。 

本機の上にテレビを置かないでください。放熱や通風び 
妨げられて、乂災や故障の原因となることびあ0ます。（取 
扱説明書でテレビの設置を認めている機器は除きます。） 

電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでく 
ださい。コードび傷つを火災-感電の原因となることび 
あります。必ずプラグを持って抜いてください。 


♦ 電池 

0 

A 

〇 


指定!^ツ外の電池は使用しないでください。また、新しい 
電池とちい電池を混ぜて使用しないでください。電池の 
破裂、液をれにより、乂災•けびや周囲を巧損する原因 
となることびあります。 

電池を機器内に挿入するときは、極性表示（プラス （+ ) 
マイナス（一）の向さ）にま意し、表示どお0に入れて< 
ださい。間違えると電池の破裂、液をれにより、火災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 

長期間使用しないとさは、電池を取0出しておいて<だ 
さい。電池から液びわれて乂災、けび、周囲を巧損する 
原因となることびあ0ます。ちし液びちれたとさは、電 
池ケースについた液をよ<拭を取ってから新しい電池を 
入れて<ださい。また万一、をれた液び身体についた時は、 
水でよく洗い流してください。 


本機の使用環境について 

本機の使用環境温度範囲は已で〜3日で、使用環境湿度 
は日已％1苗下烟風孔び妨げられていないこと)です。 
風通しの悪い所や湿度び高すぎる場所、直射日光(また 
は人工の強い光)の当たる場所に設置しなしでください。 


A ミ主意 

本機を設置するとをには、壁から10 cm じ(上の間隔を 
おいてください。また、放熱をよくするために、他の機 
器との間はかし離して設置してください。 

ラックなどに入れるとをには、本機の天面から10 cm 
似上、背面から] 0 cm 拟上、側面から10 cm 似上の 
すをまをあけて<ださい。内部に熱びこを0、乂災の原 
因となることびあります。 


© 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでく 
ださい。差し込みび不完全ですと発熱したり、ほこりび 
付着して乂災の原因となることびあ0ます。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあります。 

0 電源プラグは、根元まで差し込んでをゆるみびあるコン 
セントに接続しないで<ださい。発熱して火災の原因と 
なることびあります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置 
かないで<ださい。落ちたり、倒れた0してけびの原因 
となることびあ0ます。 


© 小さな部品はお子様や幼児の手の届かない場所に保管し 
てください。誤って飲み込んだ場合は、ただちに医師に 
ご連絡 < ださい。 


0 電源コードを傷つけた0、加工した0、無理に巧げたり、 
ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでくださ 
し、コードび破損して火災•感電の原因となります。コー 
ドび傷んだら（お線の露出、断線など)、販売店に交換を 
ご依頼ください。 

雷び鳴0出したらアンテナ線や電源プラグには触れない 
でください。感電の原因となります。 

「 A ま白 _ ) 

く•設置 


0 電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。コードの 
被ふくび溶けて、火災 • 感電の原因となることびあります。 


移動させるとさは、電源スイッチを切って必ず電源プラ 
グをコンセントから抜き、が部の接続コードを外してか 
ら、行ってください。コードび傷つき火災•感電の原因 
となることびあります。 


0 本機の上にテレビやオーディオ機器をのせたまま移動し 
ないで<ださい。倒れたり、落下してけびの原因となる 
ことびあります。重いときは、持ち運びは2 乂拟上で行つ 
て < ださい。 



00 C0 


0 A S 0 0 
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3D 映像の視聴中に疲労、不快感など、異常を感じ 
たとさは視聴を中止して<ださい。 

発達段階にあるお子様（特に6歳未満 ） の 3D 視 
聴は視力に影響を及ぼす可能性びあるので、疲労や 
不快感びないか保護者の方びご注意<ださい。 

3D 映画の視聴は適度に休憩をとってください。 

♦ 長時間の視聴は疲労や不快感の原因になることびあ 
0ます。 


0 電池は加熱したり分解した0、火や水の中に入れないで 
ください。電池の破裂、液をれにより、乂災、けびの原 
因となることびあります。 

♦ 保守.点検 

A 已年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談く 
ださい。内部にほこ0びたまったまま、長い間掃除をし 
ないと火災や故障の原因となることびあります。特に湿 
気の多くなる梅雨期の前に行ラとより効果的です。なお 
掃除費用については販売店などにご相談ください。 


お手入れの際はま全のために電源プラグをコンセントか 
ら抜いて行ってください。 


CA 30視聴に関ずるごま意 ) 



ま意 

この製品は、レーヴ製品の安全基準 IEC 60825-1 : 2007規 
格の基で評価されたクラス]レーヴ製品です。 


クラス1レーザ製品 


D58-5-2-2a_A1Ja 


〇 〇 〇 


6 








準備 


付属品を確認ずる 


^ ^裏ぶたを閉める 

カチッと音びするまで確実に閉めて<ださい。 


本侃!} 



単4形乾電池X 2 



iPod クレードルX 


電源コード 


スピーカー 部 




滑り止めパッドX 6 


リモコンに電池を入れる 

J ) 裏ぶたを開ける 



この部分を 
軽く巧しなびら、 
矢印の方向に 
スライドします。 


^付属の乾電池〈単4形 X 2個〉を入れる 

収納部の©©の表示どおりに正し < 入れて < ださい。 



‘マイナス©側から 
入れてください。 



ネジ （M4xl2 mm) X 己 
Iこのネジは スピーカー スタン 
ドを固定するとさに使います。 


本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命となる 
ことびあります。電池の交換には、長期間使用可能な市販の 
アルカ U 電池をお勧めします。 


-電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•スI-ーブ 
の前などの高温の場所で使用-放置しないで<ださい。電 
池の液ちれ、発熱、破裂、発乂の原因になります。また、 
電池の性能や寿命び低下することびあります。 

•指定];^外の電池は使用しないでください。また、新しい電 
池とちい電池を混ぜて使用しないでください。 

•電池を U モコン内にセットするとさは、極性表示（©極と 
©極）にミ主意し、表示どおりに入れて<ださい。 

•電池は加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れないで 
<ださい。 

-乾電池は同じ形状でわ電圧の異なるわのびあります。種類 
の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。 

-不要になった電池を廃棄するとさは、各地の地方自治体の 
指示（条例）に従って処理して<ださい。 

-長い間 （1 力月じ(上）リモコンを使用しないときは、電池の 
液ちれを防ぐため、乾電池を取り出して<ださい。ちし、 
液ちれを起こしたとさは、ケース内についた液をよ<拭さ 
取ってから新しい乾電池を入れて<ださい。万一、ちれた 
液び身体についたとさは、水でよ<洗い流して<ださい。 


toOP おが 




本製品に関する製品情報を弊社ホームページで公開しており 
ます。ホームシアターシステムに関するアップデート、また 
はヴービス情報をご確認<ださい。 

http://pioneer.jp/support/product/theater.html 


I 準備 


I 接汽 


一奎差 


U 生 


.ムメでィァ 
ギヤ-つ J 


ウーブ_ソテゾ 

の生 


いろいろなら 


譯設定 
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再生でをるディスク/ファイル 


再生でをるディスク 

下記のマークびディスクレーベル、パッケージ、またはジャケットに表記されているディスクを再生でさます。 

- 

•他機器で録画したディスクを再生ずるときは、必ずフアイナライズしてください（本機ではフアイナライズできません）。 


ディスクの種類 

□ゴ 

BDMV 

BDAV 

アプリケーションフォーマット 

長 V 品 圆 VR 講迸 

データ 
デイスク ^ 

ブル ー レイ 
ディスク 

BD-ROM 


O 

o 

X 

X X 

X 

BD-R 


o 

o 

X 

X X 

X 

(BD)^ 

BD-RE 

B/u-rayOfsc 

o 

o 

X 

X X 

X 


DVD-ROM 

ROM 

o 

X 

〇 

X X 

〇 

DVD 

DVD-R ※吕ュ 4 

Mjysy 

ぴ已 

ぴ 6 

〇 

〇 X 

〇 


DVD-RW *3’7 

製 

RW 

ぴ已 

〇 ※ B 

〇 

〇 X 

〇 


DVD+R ※吕 .3 


o 

X 

〇 

X X 

〇 


DVD+RW*3 


o 

X 

〇 

X X 

〇 


CD 


咖昼區 


CD-DA 
(音楽 CD)x‘8 

DIGITAL AUDIO 

X X 

SUPER AUDIO CD 

X X o 

X 

C □が 3 

X X 

X X o 

o 

CD-RW * 3 

X X 

X X o 

o 

CD-ROM 

X X 

X X o 

o 


映像、画像または音声ファイルび記録されているディスク。マルチセッションには対応していません。 
二層ディスクを含む。 

本機で再生するときは、ファイナライズしてください。 

才ーヴ U ング用の DVD-R (3.9 已 GB 、4.7 GB ) は再生できません。 

AVCHD フォーマットを含む。 

AVCREC フオーマツトを含む。 


Version 1 .0 の DVD - RW は再生できません。 


ビデオ CD を含む。 


♦ " Blu-ray Disc "、" Blu - ray " および"日 lu-「ay Disc " □コ'は日 lu-「ay Disc Association の商標です。 


♦ £7 Vf > は DVD フォーマット□コ'ライセンシング（株）の商標です。 

♦ 記載の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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♦ン再生できないディスク 

• HD DVD 

• DVD-RAM 

上記似外にち再生でさないディスクびあります。 

本機は NTSC (日本のテレビ方式）に適合していまず。ディ 
スクレーベル、パッケージ、またはジャケットに 「 NTSC 」 
と表記されているディスクを再生できまず。また、 PAL 方式 
のディスクち再生可能です。 

■お Ka - 

-前ページの表の□づび付いていてち、再生でさないディス 
クちおります。 

• 8 cm ディスクを再生するとさは、ディスクトレイの8 cm 
ディスク専用の枠に セッ トして<ださい。アダプターは不 
要です。日 D - ROM の8 cm ディスクは再生できません。 


♦ン無許可コピーディスクの再生について 

Cinavia の通告 

この製品は Ci navi a 技術を利用して、商用制作された映画や 
動画およびそのサウンドトラックのラちい<つかの無許可コ 
ピーの利用を制限しています。無許可コピーの無断利用び検 
知されると、メッセージび表示され再生あるいはコピーび中 
断されます。 

Cinavia 技術に関する詳細情報は、 http ;// www . cinavia . 
com の Cinavia オンラインお客様情報センターで提供され 
ています。 Cinavia についての追加情報を郵送でおまめのと 
きは 、 Cinavia Consumer Information Center . P . 日 . Box 
8 巨 8 己 ], San Diego , CA . 92138, USA まではわ''；さを垂|]送 
してください。 

♦ Copyright 2004-2010 Verance Corporation . 
Cinavia ™ は Verance Corporation の商標です。米国特 
許第 7,369.677 号および Verance Corporation より 
ライセンスを受けて交付されたまたは申請中の全世界の特 
許権により保護されています。すべての権利は Verance 
Corporation 万、保有します。 


♦ン音声フ オー マツ トについて 

本機は下記の音声フォーマツトに対応しています。 


Dolby TrueHD 

DTS-HD High Resolution 
Audio 

Dolby Digital Plus 

DTS Digital Surround 

Dolby Digital 

MPEG オーディオ （ AAC ) 

DTS-HD Master Audio 

リニア PCM 


Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus 、 DTS-HD Master 
Audio 、 または DTS-HD High Resolution Audio を楽しむに 
は、各音声フォーマツトび収録されている日 D をセツトしたあ 
とに、メニュー画面でその音声フォーマツトを選んで<ださい。 
♦ ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づさ製造されて 
います。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビー 
ラボラト U —ズの商標です。 

♦米国特言午已9已6674号、已974380号、6226616 
号、巨487己3已号、 7392] 9已号、 7272己巨7号、 
7333929号、 72] 2872号、または、米国およびそ 
の他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権に 
基づさ製造されています。 DTS - HD 、 記号、および DTS - 
HD と記号の組み合わせは DTS 社の登録商標であり、ま 
た、 DTS-HD Master Audio | Essential は DTS 社の商 
標です。製品はソフトウェアを含んでいます。 ◎ DTS 社 
不許複製。 


く ♦ BD の再生について 

• 似下の規格に対応している日 D 旧 DMV ) を再生でさます。 

— Blu-ray Disc Read-Only ( ROM ) Format Version 2 
— Blu-ray Disc Recordable ( R ) Format Version 2 
— Blu-ray Disc Rewritable ( RE ) Format Version 3 

日 D-ROM Profile 5 に対応しています。 

♦ " Blu-ray 3 D " または " Blu-ray 3 D " □コ'は日 lu-ray 
Disc Association の商標です。 

第 2 映像（ピクチャーインピクチャー）や第2音声（セカ 
ンダ U —オーディオ）などの日日 NUSVIEW 機能を楽しめ 
ます。日 0 NUSVIEW 機能で使用するデータ(第2映像（ピ 
クチャーインピクチャー）、第2音声（セカンダ U —才一 
ディオ））はメモ U —に記憶されることびあります。第2 
映像や第2音声の再生などについてはディスクの説明書を 
ご覧ください。 

BONUS I//FM/™ 

♦ "日日 NUSVIEW " は巨 lu-ray Disc Association の商標 
です。 

インターネットを経由して、予告編映像、追加の音声/字 
幕言語のダウン□ー ドやオンラインゲームなどの日 D-UVE 
機能び楽しめます。日 D - UVE 機能でダウン□ー ドしたデー 
夕（予告編映像など）はメモ U — に記憶されます。日 D - 
LIVE 機能についてはディスクの説明書をご覧ください。 

B ぶ 

♦ "日 D LIVE " □コ'は Blu-ray Disc Association の商標です。 

日 D - ROM では、日 D - J ( Java ) アプリケーシヨンを利用す 
ることにより、ゲームなどを含むよりインタラクティブ性 
の高いタイトルを制作でさます。 



Java 

POWERED 


♦ Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 及びそのテ会 
社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。 
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である 
場合びあります。 

• 於下の規格に対応している日 D 旧 DAV ) を再生できます。 
Blu-ray Disc Recordable ( R ) Format Version 1 
Blu-ray Disc Rewritable ( RE ) Format Version 2 


I 準備 
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♦ン DVD の再生について 

RW 

COMPATIBLE 

♦ この表示は VR フォーマット（ビデオレコーディング 
フォーマット）記録された DVD - RW び再生できる機能を 
示します。ただし、1回だけ録画可能なま組を記録したディ 
スクは、 CPRM 対応機器で再生び可能です。 

AVCHD は、高効率な符号化技術を使ってさまざまなメ 
ディアに高精細な八イビジョン信号を記録する、八イビジョ 
ン ( HD ) デジタルビデオカメラの規格です。 

AVCHD™ 

♦ " AVCHD " および " AVCHD " □コ'はパナソニック株式 
会社とソニー株式会社の商標です。 


♦ンパソコンや BD/DVD レコー ダーで 作成した 
ディスクの再生について 

• アプ IJ ケーシヨンの設定やパソコンの環境設定によって 
は、パソコンで作成したディスクは再生でさないことびあ 
ります。本機で再生可能なフォーマットで記録してくださ 
し、詳しくは、アプ U ケーシヨンの発売元にお問い合わせ 
<ださい。 

• パソコンや日 D / DVD レコーダーで作成したディスクは、 
ディスクの特性•傷-巧れや記録レンズの巧れなどによって 
記録品質びよ<ないとさは、再生でさないことびあります。 

く♦映像ファイル、音声ファイル、画像ファイ 
ルとフォルダーについて 

下記のよラにディスクや US 日デバイスにフォルダーを作成 

すると、音声ファイルや画像ファイルを本機で再生できます。 

フォルダー構成例： 


AVCREC は、日 DAV のコンテンツを DVD で記録/再生 
でさるよラに開発された規格です。 

• " AVCREC " および AVCAEC は商標です。 

♦ンリージョンナンパ’一（地域番号）について 

ブルーレイディスクプレーヤーと日 D - R 日 M または DVD ビ 
デオには、販売地域ごとにリージョンナンバーび設定されて 
います。本機（日本向け）のリージョンナンバーは 

• BD-ROM : A 

• DVD ビデオ： 2 

です。このま号び含まれていないディスクは再生でさません。 
本機で再生できるディスクは下記のとおりです。 

•日 D : A (A を含む)、 ALL 

• DVD : 2 (2 を含む)、 ALL 



※•••ルートディレクト U を含め、]つのフォルダーに含まれ 
るフォルダーとファイルの数は最大2己6個です。また、フォ 
ルタ'一階層は最大己階層にして<ださい。 


く ♦ CD の再生について 

• コピーコント□-ル CD について…この製品は音楽 CD 
規格に準拠して設計されています。 CD 規格外ディスクの 
動作保証および性能保証は致しかねます。 

♦ン DualDisc の再生について 

•「 DualDisc 」 は、片面に DVD 規格準拠の映像や才ーディ 
才び、をう片面に CD 再生機での再生を目的としたオーディ 
才びそれぞれ収録されています。 

•「 DualDisc 」 の DVD の面は再生可能です。 

• DVD 面ではない、オーディオ面は、一般的な CD の物理 
的規格に準拠していないために、再生でさないことびあり 
ます。 

•「 DualDisc 」 を再生機器に挿入したり取り出したりすると 
さに、再生面の反対側の面に傷びつ<ことびあります。傷 
びついた面は再生すると不具合び出ることびあります。 

• なお、 「 DualDisc 」 の仕様や規格などの詳細に関しましては、 
ディスクの発売元または販売元にお問い合わせください。 


お知らせ 


-本機で表示されるファイル名やフオルダー名は、パソコン 
上の表示と異なることびあります。 


再生でをるファイル 

DVD 、 CD または US 日デバイスに記録されている動画、画 
像および音声ファイルを再生でさます。 


- DVD では IS 日 9 巨巨 0ファイルシステムで記録されている 
ファイルだけ再生でさます。 

-ファイルによっては再生でさないことびあります。 

-ファイルによっては再生中にでさない機能びあります。 

-本機で再生でさるファイルの拡張テび付いていてち、再生 
でさないことびあります。 

- DRM (デジタル著作権管理）で保護されているファイルは 
再生でさません (DivX VOD ファイルを除く）。 


♦ン動画ファイルの対応フオーマット 


• DivX Plus™ HD 

♦ プレミアムコンテンツを含む最高 HD ] 080 P の DivX ⑩ 
および DivX Plus ™ HD ( H .264/ MKV ) ビデオ再生対 
応の DivX Certified ③ （ DivX 認証）取得済み。 
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♦ DIVX ビデオについて： DivX ⑩は 、 Rovi Corporation 
のテ会社である DivX . LLC . び開発したデジタルビデオ 
フォーマットです。本製品は、 DivX ビデオの再生に対応 
した正規の DivX Ce け ified ③ （ DivX 認証）デバイスです。 
詳細情報およびビデオファイルを DivX 形式に変換するた 
めのソフトウエアについては、 divx . com をご覧ください。 

♦ DivX ビデオオンデマンドについて； DivX ビデオオンデ 
マンド （ VOD ) コンテンツを再生するには、この DivX 
Certified ⑩ （ DivX 認証）デバイスを登録する必要びあり 
ます。登録コードは、[本体設定]一[再生] 一 [ DivX ( R ) 
V 0 D DRM ] で確認できます （44 ぺージ）。 詳細情報 
と登録方法については、 vod . divx . com をご覧ください。 

DIUX+ 

♦ DivX®、DivX Ce け ified ③、 DivX 円 us ③ HD 、 およびこ 
れらの関連□ゴは 、 Rovi Corporation およびそのテ会社の 
登録商標であり、ライセンス許諾に基づさ使用しています。 


DivX V 0 D (ビデオ-オン-デマンド）のコンテンツは 
DiviX DRM (デジタル-ライツ-マネジメント）システムに 
よって保護されています。 

認可を受けていない DivX V 0 D (ビデオ-オン-デマンド) 
コンテンツを再生しよラとすると、エラーメッセージび表示 
され、再生することびでさません。 

詳しくは、 www . divx . com / vod をご覧ください。 
•DivXVOD (ビデオ•オン•デマンド）ファイルによっては、 
再生回数を制限されていることびあります。このよラなファ 
イルを再生するとさは、残りの再生可能な回数び表示され、 
この数び0になると再生でさません。 （[ レンタル期間び切 
れています。 ] と表示されます。）制限されていないファイ 
ルは、何度でち再生でさます。このとさ、残りの再生可能 
な回数は表示されません。 

- DivX ビデオび含まれていないファイルは拡張テび". avi " で 
あってを再生でさません。 


く ♦再生できるファイルー覧 


MP 3 

(. mp 3) 


サンプ U ング周波数： 48 kHz まで 
ビツトレート： 320 kbps まで 
音声タイプ： MPEG 1 オーディオレイヤー3 


WMA 

(. wma ) 

O 

o 

o 

-サンプ U ング周波数： 48 kHz まで 
• ビットレート：192 kbps まで 
• 音声タイプ： WMA バージョン日 

LPCM 

(. wav ) 

O 

o 

o 

-サンプリング周波数： ] 日2 kHz まで※ 3 
•ビット数：1郎 it 
-チヤンネル数： 2 ch 

FLAG 

(. flac ) 

O 

o 

X 

-サンプリング周波数： ] 日2 kHz まで 
• ビット数： 16 bit 、24 bit 
-チヤンネル数： 2 ch 

JPEG 
(. jpg /, jpeg ) 

O 

o 

o 

-最大解像度： 4 000 x 3 000ピクセル 

DivX 

(. avi /. divx /. mkv ) 

O 

o 

o 

• 対応バージョン： DivX ® PLUS HD まで 
-最大解像度：1920 X 1080まで ( DivX ® 

PLUS HD )/1 280 X 720まで （ MKV ) 

MP 4 

(. mp 4) 

O 

o 

o 

-最大解像度：1920 X 1080まで 
• ビデオ： MPEG 4、 MPEG -4 AVC (level 4.1) 

• 才ーデイオ： AAC 、 MP 3 

WMV 

(. wmv ) 

O 

o 

o 

-最大解像度：1280 X 720まで 
• ビデオ： WMV 9、 WMV 9 AP ( VC -1) 

• 才ーデイオ ： WMA 

AVI 

(. avi ) 

O 

o 

o 

-最大解像度1920 X 1080まで 
• ビデオ： MPEG 4 
-才ーデイオ： MP 3、 AAC 、 AC -3 


本纖ま FATT 6、 FAT 32 および NTFS のファイルシステムに対応しています。 
《2 DMP として再生するときの条件です。詳しくは 33ぺージ をご覧ください。 
《3無線使用時は、サンプリング周波数48 kbps までです。 


I 上記記載の再生でさるファイルでを、ファイルの構成やサーバーの能力によっては、再生でさないことびあります。 

I デジタル放送旧 S 、 CS 、 地上波）などを録画した著作権保護されたファイル•コンテンツは、 LAN 経由では再生でさません。 
I DRM (デジタル著作権管理）で保護されているファイルは再生でさません。 

I LAN 経由では AVCHD コンテンツは再生でさません。 


お知5せ 


お知5せ 



再生できるメディア 1 


再生できるファイル 

DVD - R / RW/-R DL / 


ファイルの仕様 

(拡張子） 

+ R /+ RW/+R D し 

USB デバイス※1 ネッ トワーク※2 


CD - R/RW 




I 準備 
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商標とライセンス 


X.V • し olour 


Hsmi 


HDMI と HDMI High-Definition Multimedia Interface と 
いう用語、および HDMI □コ'は 、 HDMI Licensing . LLC の 
米国その他の国々における商標または登録商標です。 


田 


DOLBY 

TRUEHD 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されてい 
ます。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラ 
トリーズの商標です。 


dts-HD 

Master Audio I Essential 


x.v.Color 


"X.V. Colour ’’、" x . v . Color "、 x.v.Colour および x.v.Color は、 
ソニー 株式会社の商標です。 


圖 iPod Q iPhone 


[Made for iPod 」 および [Made for iPhone 」 とは、それ 
ぞれ iPod あるいは iPhone 専用に接続するよう設計され、 
アップルび定める性能基準を満たしているとデべ□ッパに 
よって認定された電子アクセサリであることを示します。アッ 
プルは、本製品の機能および安全および規格への適合につい 
て一切の責任を負いません。このアクセヴリを iPod あるい 
は iPhone と使用することにより、無線の性能に影響を及ぼ 
す可能性びありますのでごミ主意ください。 

iPod、iPod classic、iPod nano 、 および iPod touch は 
米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 


米国特許已9己6674号、已974380号、6226616号、 
6487已3已号、7392 ] 9已号、7272己67号、7333929号、 
7212872号、または、米国およびその他の国での登録済み 
特許、または特許申請中の実施権に基づさ製造されています。 
DTS - HD 、 記号、および DTS - HD と記号の組み合わせは 
DTS 社の登録商標であり、また、 DTS-HD Master Audio | 
Essential は DTS 社の商標です。製品はソフトウエアを含ん 
でいます。 ◎ DTS 社不許複製。 



YouTube ™ は Google Inc . の商標です。 


Picasa 

Web Albums 


巧 dlna" 

CERTIFIED 


DLNA ⑩、 DLNA □コ'および DLNA CERTIFIED ③は 
Digital Living Network Alliance の商標、ヴービスマーク 
または認証マークです。 


円 casa ™ Web Album は Google Inc . の商標です。 

本製品は、米国 Microsoft Corporation び所有する技術を使 
用しています。また、米国 Microsoft Licensing Inc . の許 
可を得ずに使用または頒布でさません。 


湿仍 Jpi ぶ 

CERTIFIED® 


Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認証マークです。 



Wi-Fi Protected Setup Mark は Wi-Fi Alliance の商標です。 


12 





各部の名前とはた s を 


D 


リモコン 



旦 


H 


早戻し _再生_ 早送り 

「ィィ I I D ► I I ►► I 

◄11/ ィI -時惇止 停止 

I w ] r ■■ 1 「■1 「w I 

音声 

「1 1 厂 21 「3 ] r 1 

字幕 

囚回回己 

アングル 

回回回己 

クリア U ピート A-B 

□回 □ □ 

プ□グラムブック7-クズームインデックス 

宜曲凹巳 


Pioneer 


6電源 

本機の電源をオン/オフします。 

ファンクシヨン 

入力や機能を変更します。 

♦ 本体の表示窓を見ながら切り換えるとさ 

1 . ファンクシヨンボタンを押す 

押すたびに入カモードび切り換わります。 

2. 切り換えたい入カモードを選んで決定ボタンを押す 

♦ 画面表示を見なが5切り換えるとさ 

1 . ファンクシヨンボタンを押す 

ソースメニューび表示されます。 

2. ファンクシヨンボタンを押す 

押すたびに入カモードび切り換わります。 

また、 ◄-/-► でを入カモードび切り換わります。 

3. 切り換えたい入カモードを選んでミ夫定ボタンを押す 
ソースメニュー画面は、ホームメニューの ソー スメ 
ニューから選択する方法をあります。 

ファンクシヨンボタンは、ソースメニュー画面内の入 
カモードを切り換えます。 

ディスクを再生するとさは、ホームメディアギャラ U — 
を選んで再生してください。 （26 ページ） 

A 開/閉 

ディスクトレイを開閉します。 


テレビコント□-ル （2 己ぺージ） 

ホームメディアギヤラリー (33 ページ） 

カラオケ _ 

カラオケ設定画面を表示します。 

解像度切換 

HDMI 端テから出力される映像の解像度を切り換えます。 

ネットコンテンツ 

ネットワークビデオコンテンツの画質を改善する機能 
です。 

キー□ック （14 ぺージ） 

マイク音量 （40 ぺージ） 

ディマー 

押すたびに本体表示窓の明るさび切り換わります。 

スリープ 

ス U —プタイマーを設定します。 

終了 （36 ぺージ） 


I 準備 


I 接汽 


J 柔裏 


:生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウェブコンテンツ 
の再生 


いろいろな 1. 


詳一: i 定 


その他/ 
につたとさ 
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.B. 

パ’ーチャル 3D サウンド （41 ぺージ） 

バーチャル 3D サウンドの効果を切り換えます。 

サウンド （41 ぺージ） 

サウンドの設定に切り換えます。 

音量 

スピーカーの 音量を調整します。 

サウンドレトリバー (41 ぺージ） 

サウンドレト U バーの効果を切り換えます。 

CD/SACD (29 ページ） 

USB 録音 

USB デバイスに CD の巧を録音します。 

画面表 

画面表示を切り換えます。 

:肖音 

一時的に消音します。 

.□. 

トップメニュー 

BD-ROM または DVD ビデオのトップメニュー画面を 
お术します。 

ポップアップメニュー/メニュー 

BD-ROM または DVD ビデオのメニュー画面を表示し 
ます。 

作 I 崎 

項目を選ぶ、または設定を変更するとさなどに使います。 
また、 カーソルを 移動します。 

決定 

選んだ項目を実行する、または変更した設定を確定す 
るとさなどに使います。 

C ホームメニュー 

[ ホームメニュー]を表示/終了します。 


.B. 

数字ボタン 

メニュー画面で項目を選ぶとさなどに使います。 

音声 （29 ぺージ） 

宇幕 （29 ぺージ） 

アングル （28 ぺージ） 


クリア 

番号の入力を取り消すとさなどに使います。 

U ピート （27 ぺージ） 

A-B (27 ぺージ） 

青/ホ/緑/黄 

BD-ROM のメニュー画面を操作するときに使います。 

プ□グラム (28 ぺージ） 

ブックマーク （28 ぺージ） 

ブックマークを作成します。 

ズーム （28 ぺージ） 

インデックス （28 ぺージ） 

スライドショー再生します。 


♦ 操作□ック機能 

本機の誤動作を防ぐ機能です。この機能は、 HDMI によるコ 
ント□ール機能に対応しているテレビからの操作にも働さま 
す。操作□ック機能をお使いになるとさは、 キー □ックボタ 
ンを2秒似上巧し続けます。再度 キー □ックボタンを2秒似 
上巧し続けると操作□ック機能び解除されます。 

• 操作□ック機能をオンにしたまま操作しようとすると、本 
体表示窓の [ LOCK ] び点灯します。 


ろ戻る 

1つ前の画面に戻ります。 


.B. 

CM バック 

再生中に押すと、]0秒前の映像に戻ります。 

ツール （31 ぺージ） 

つづさ見 （32 ページ） 

CM スキップ 

再生中に押すと、30秒先の映像に進みます。 

ィィ早戻し （27 ぺージ） 

►再生 （26 ぺージ） 

►►早送り （27 ぺージ） 

(27 ぺージ） 

II- 時停止 （26 ぺージ） 

■停止 （2 巨ぺージ） 

(27 ぺージ） 
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本巧前面部 



1ディスクトレイ 

2操作ボタン（パネル上面） 

6 STANDBY/ON 

本機の電源をオン/オフ（スタンバイ状態）にします。 
電源をオフにでさないとさに、 6 STANDBY /0 N 
ボタンを己秒!; Lb 押し続けると、本機び再起動して 
操作できるようになります。 

± OPEN/CLOSE 
FUNCTION 

入力や機能を変更します。 

♦ 本体ボタンを使用して表示窓を見なが5切り換えるとき 

1. 本体 FUNCTION ボタンを押す 

押すたびに入カモードび切り換わります。 

2. 切り換えたい入カモードを選んで、本体 ►/■! 
(再生/一時停止）ボタンを押してミ夫定する 

フアンクシヨンボタンは、ソースメニュー画面内の入 
カモードを切り換えます。 

ディスクを再生するとさは、ホームメディアギャラリー 
を選んで再生してください。 （26 ページ） 


■ (STOP) 

■◄◄/►►I (SKIP) 

TUNE -/+ (ラジオ選局） 

3 M に端子 

4 PORTABLE IN 端子 

(3 .已 mm ステレオ S ニプラグ） 

己 ►/■! (再生/一時停止） 

巨 USB 端子 
7ボリュームノブ 
8リモコン受光部 

約7 m じ(内の距離からここにリモコンを向けて操作 
します。本機を堂光なの近くに設置するとリモコンの 
操作を受けにくくなることびあります。このようなと 
さは、堂光なから離れた場所に設置してください。 

9表示窓 

入カモードや本機機能の状態などび表示されます。 


A 


ま意 


製品の仕様により、本体部や U モコン咐属の場合)のスイッチを操作することで表示部びすべて消えた状態となり、電源プラグをコンセント 
から抜いた状態と変わらなく見える場合びありますび、電源の供給は停止していません。製品を電源から完全に遮断するためには、電源プラ 
グ(遮断装置)をコンセントから抜く必要びあります。製品はコンセントの近くで、電源プラグ(遮断装置)に容易に手び届くように設置し、旅行 
などで長期間ご使用にならなし化をは電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることびあります。 


D3-7-12-5-2a_A1Ja 


本巧背面部 



AC 電源コード 
コンセントに差し込みます。 

スピーカー 端子 
を却フアン 
映像出力端子 

AUX アナ□グ音声入力端子 
アダプター端子 
FM アンテナ端子 


8 iPod (24 pin ) 端子 

付属の iPod クレードルを接続します。 

9光デジタル音声入力端子 
10 HDMI 出力端子（タイプ A ) 

HDMI 入力端テを持つテレビと接続します。 
11 HDMI 入力1/入力2端子（タイプ A ) 

12 LAN (10/100) 端子 


I 準備 


接続 


基本設定 


再生 


产.ムメ’7イア 
ギヤラ-' 


ウェブコンテンツ 
の再生 


いろいろな經 


譯設定 


その他/ 
困つたとさ 
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接続 


スピーカ ーの 設置 


スピーカーの接続 


J) 付属の滑り止めパッドを各スピーカーの 
底面に貼り付ける 

付属の滑り止めパッドを4力所に貼り付けて<ださい。 

<フ□ント/サラウンド スピーカー> 



滑り止めパッド 

a 


<サブ ウーファー/センタースピーカー> 

滑り止めパッド 



^スピーカー のコネクターを同じ色のコネ 
クターに差し込む 



スピーカーを 壁に取り付ける 

スピーカーには取り付け用の穴びあり、壁に取り付けること 
びでさます。 

♦ン取り付ける前に 

スピーカーシステムは重 <、その重量でネジび緩んだり、壁 
材びスピーカーを支えされな<なり、スピーカーび落下する 
可能性びあります。スピーカーを取り付ける壁面は、スピー 
カーを支えるのに十分な強度びあることを確認してください。 
合板または柔らかい表面の壁には取り付けないでください。 
取り付け用のネジは付属していません。壁の材質に合ったち 
ので、スピーカーの重量を支えることのでさるネジを使用し 
て < ださい。 



くセンタースピーカーの場合> 



壁の材質や強度などびわからないとさは、専門業者にご相 
談< ださい。 

据え付け-取り付けの不備による事故や損傷については、 
弊社では一切責任を負いません。 


ごミ主意 


本機に付属のスピーカー外のスピーカーを接続しないで 
<ださい。故障や乂災の原因となることびあります。 

付属のスピーカーを他のアンプに接続しないで<ださい。 
故障や乂災の原因となることびあります。 

スピーカー端テには非常に高い電圧び出力されています。 
感電の危険を避けるため、スピーカーを接続する前に必ず 
電源コードを抜いて < ださい。 


スピーカーの設置について 

フ□ント左ちのスピーカーをテレビから等距離に設置します。 


ごま意 


本機のスピーカー端テに接続したあと、ケーブルを軽く引 
いて、ケーブルの先端び端テへ確実に接続されていること 
を確認して < ださい。接続び不完全ですと音びとざれたり、 
雑音の出る原因となります。 

ケーブルのお線びはみ出してお線どラしび触れたりすると、 
アンプ回路に過大な負荷び加わって音び出な<なったり、 
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電源びオフになることびあります。 

I 本機に付属のスピーカーは、設置のしかたによってはまれ 
にテレビ画面に色むらび生じることびあります。そのとさ 
は、一度テレビの電源を切り、 ] 5分〜30分後再度電源 
を入れて<ださい。そのあとち色むらび残るよラでしたら、 
スピーカーシステムをテレビから離してお使いください。 

I サブウーファーは防磁型ではありませんので、テレビやモ 
ニターから離してお使い<ださい。また、磁気に影響しや 
すい機器（磁気カード、腕時計、ビデオテープなど）はヴ 
ブウーファーの近<に置かないで<ださい。 

I サブウーファーは壁や天井に取り付けないでください。落下 
してけびをしたり、スピーカーび破損する原因となります。 


配置 

最適なサラウンドサウンドを楽しむためには、下図の配置例 
のよラにヴブウーファーじ(外のスピーカーを視聴位置から等 
距離 （© M こ配置します。 


テレビと接続する 



接続するテレビに応じて、政下のいずれかの接続を行ってく 
ださい。 

. HDMI ケーブルで接続する （17 ぺージ） 

. ビデオケーブルで接続する （1 日ぺージ） 


•か M 3 - 

•接続するテレビやその他の周辺機器によって、本機への接 
続方法は数多くあります。似下で説明するいずれかの方法 
で接続して < ださい。 

-正しく接続でさるよラに、必要に応じてお持ちのテレビお 
よびその他の周辺機器の取扱説明書をご覧ください。 

-本機は直接テレビに接続してください。 

-本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピー保護技術に 
対応しています。そのため、 DVD レコーダー/ビデオデッ 
キを通してテレビと接続したり、プレーヤーの出力を DVD 
レコーダー/ビデオデッキで録画して再生すると、映像び 
正しく映らないことびあります。また、本機をビデオ内蔵 
テレビに接続すると、コピー保護によって映像び正しく映 
らないことびあります。詳しくは、お使いのテレビメーカー 
にお問い合わせください。 

.本機でディスクを再生しているとさに、 HDMI 入力された 
テレビからを音声び出力されますび、故障ではありません。 


HDMI ケーブルで接続する 


HDMI 入力端テのあるテレビやモニターをお持ちのとさ 
は、 HDMI ケーブルを使用して本機に接続できます。本機の 
HDMI 出力端子と、テレビやモニターの HDMI 入力端テに接 
続します。 


® フ□ン トち スピーカー ( L )/ 

⑤ フ □ントち スピーカー ( R ) : 

モニター やスク U —ンの横に配置して、でさるだけ画面の表 
面とスピーカーの表面びそろラよラにしてください。 

© センタースピー カー ( C ) : 

モニターやスクリーンの上部または下部に配置します。 

©サラウンド左 スピーカー ( SL )/ 

©サラウンドも スピーカー ( SR ) : 

視聴位置よりち後ろに配置して、前面を少し内側に向けるよ 
ラにします。 

©サブウーファー ( SW ) : 

フ□ントスピーカーの近くに配置します。（低音はあまり指向 
性びないため、サブウーファーの位置はそれほど重要ではあ 
りません。）低音び壁に反射するのを抑えるために、部屋の中 
央に向くよラにしてください。 

⑤本体 


I ヴブウーファーダクト*の中におテさまび手や異物を入れ 
ないよラにミ主意してください。 

* サブウーファーダクト：低音の量を増やすためにサブウー 
ファーキヤビネット（エンク□ージヤ）にあいている穴 
I スピーカーをおテさまの手の届かない安全な場所に置いて 
ください。スピーカーび落下して、けびをしたり、物び壊 
れたりする危険性びあります。 



テレビの入カモードを HDMI に設定します（テレビの取扱説 
明書をご覧ください)。 


HDMI ケーブルでテレビと接続しただけでは、テレビの音声 
を本機で聴くことびでさません。 r テレビやデジタルオーディ 
才機器と接続する」 （19 ぺージ） の光ケーブルの接続か、 
または「アナ□グオーディオ機器と接続する」 （18 ぺ一 
ジ） のアナ□グオーディオの接続を行って<ださい。 


I 接続 


泰二定 


:生 


ぶ—ムメディア 
ギヤラ r I 


ウ-ブ_ンテンツ 
の一_ :生 


いろいろな1寵国詳細設定 


I ごの也 

つたとき 
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□ VI 機器と接続したいとま 

• HDCP に対応していない DVI 機器（パソコンのディスプ 
レイなど）には接続できません 。 HDCP とは、 DVI/HDMI 
接続で音声-映像コンテンツを保護するための規格です。 

• 音声び出力されません。オーディオケーブルなどで接続し 
てください。 

• 本機は HDMI 対応機器との接続を目的として設計されてい 
ます。 DVI 機器に接続したとき、 DVI 機器によっては正常 
に動作しないことびあります。 


ビデオケーブルで接続ずる 

ビデオケーブルを使用して、本機の映像出力端子とテレビの 
映像入力端テを接続します。 


f mmO) 


本機背面 


B 垂 

鬧日国 I 



FM アンテナを接続ずる 


付属の FM アンテナを本機のアンテナ端テ接続して FM ラジ 
才放送を聴<ことびでさます。 


FM ラジオの聴きかたについては、39ぺージをご覧ください。 



FM アンテナは、たらしておいたり丸めたままにしないで、 
最ち良い受信状態び得られるよラに、ピンと張って<ださい。 
受信状態の良い方向びみまったら、画びょラやテープなど 
で固定して < ださい。 

受信状態び改善しないとさは、販売店とご相談のラえ、市 
販の FM アンテナをご購入<ださい。 


か部機器と接続ずる 


アナ□グオーディオ機器と接続ずる 

アナ□グ音声出力端子のあるオーディオ機器を本機の AUX 
入力端テに接続して、その音声を楽しむことびでさます。 

AUX 入力端テに接続した機器の音声を聴くには、ファンクシヨ 
ンボタンを巧して [ AUX ] を選んで、決定ボタンを巧します。 



ポータブルオーディオプレーヤーと 
接続ずる 

ポータブルオーディオプレーヤーを本機に接続して、その音 
声を楽しむことびできます。本機の PORTABLE IN 端テと 
ポータブルオーディオプレーヤーのへッドホン（またはライ 
ン出力）端テを接続します。 

PORTABLE IN 端テに接続した機器の音声を聴くには、ファ 
ンクシヨンボタンを巧して [ ポータブル]を選んで、決定ボタ 
ンを巧します。 




PORTABLE IN 端テにポータブルオーディオプレーヤーの 
ヘッドホン（またはライン出力）端テを接続するときは、本 
機び移動しないよラに手でしっかりと支えてください。 
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テレビやデジタルオーディオ機器と 
接続ずる 

光デジタル音声出力端子のあるテレビやオーディオ機器を本 
機の光デジタル音声入力端テに接続して、その音声を楽しむ 
ことびでさます。 

光デジタル音声入力端テに接続した機器の音声を聴<には、 

フアンクシヨンボタンを巧して[光入力]を選んで、巧定ボ 
タンを巧します。 



テレビや才ーデイオ機器の 
光デジタル出力端子へ 


f 取 Ka - 


HDMI 機器と接続する 


f 国随飄こ))園园屬 


本機背面 



HDM 職器の 
HDMI 出力端子へ 
(セットトップボックスなど) 



‘ HDMI 入力 ]/ 入力2に入力された映像信号は、本機の映像 
出力からは出力されません。 

I 接続機器の 3 D 映像信号出力の種類によっては、 3 D 映像 
を出力でさないことびあります。 


アダプターを 


BLUETOOTH ® 

接続する 

別売りの巨 LUET 日 OTH ® アダプタ ー AS - 日 T ] 00または 
AS - 日 T 200を本機に接続するだけで、后心 e わ日か®機能搭載 
機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーなど）の音楽をワ 
イヤレスで楽しむことびでさます。 

后/心が日が/?®機能搭載機器の音楽の再生については、 
r 日 LUET 日日 TH ® アダプターを使用してワイヤレスで音楽を 
楽しむ」 （39 ぺージ） をご覧ください。 


I 艦§|0) 鬧 目图 AH 謂%国 1 

本機背面 , I 


ADAPTER PORT 


I 本機に接続可能な光デジタルケーブルは、角形プラグタイプ 
です。 

I テレビにデジタル音声の出力に関する設定びあることびあり 
ます。詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

I デジタル入力端テに MPEG 2 -AAC (デジタル放送）信号を 
入力したとさ、音び出ないことびあります。 

そのとさは、デジタル入力端テに接続した機器の音声出力 
を PCM に切り換えてください。 

切り換え方法は、接続機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


lg 

巨 LURT 00 TH ® ァダプター 


HDMI 出力端子のある機器を本機の HDMI 入力]/入力2端 
テに接続して、その音声と映像を楽しむことびでさます。 
HDMI 入力 ]/ 入力2端テに接続した機器の音声と映像を楽 
しむには、フアンクシヨンボタンを巧して [HDMI 入力1/入 
力 2] を選んで、 決定 ボタンを巧します。 


>巨 LUET 日日 TH ® アダプターを本機に接続した状態で、本機を 
移動させないで<ださい。破損や接触不良の原因となります。 


I 本機で房/以 e か口 f /?® 機能搭載機器の音楽を再生するには、 
后心が口が/?®機能搭載機器びプ□ファイル: A 2 DP に対応し 
ている必要びあります。 

I すべての Bluetooth ® 機能搭載機器との接続動作を保証する 
ちのではありません。 


I HDMI 入力 ]/ 入力2に入力された映像信号の解像度は、外 
部機器側で設定して < ださい。 

I HDMI 入力 ]/ 入力2端テにパソコンを接続したとさ映 
像信号に異常びある場合は、パソコンの解像度を己76口、 
720 P 、 108 Oi または ] 080 p に変更してください。 


■接続 


泰二定 


:生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ブ_ンテンツ 


いろいろな- 


詳巧設定 


石の他/ 

臣つたとさ 
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ぃットワークに接続ずる 


LAN 端子でネットワークに接続する 

本機は背面の LAN 端テから、□一カルエ U アネットワーク 
( LAN ) に接続でさます。 

詳しくは、ネットワーク機器の取扱説明書をご覧ください。 
LAN ケーブルを使用して、本機の LAN 端テと、お持ちのモ 
デムまたはルーターの LAN 端テを接続して<ださい。 

LAN ケーブルは、 RJ 4 已形状のコネクターで、カテゴリー己 
(CAT 己）準拠じ(上のストレートケーブルを使用してください。 



おな5せ 


インターネットに接続するとさは、インターネットサービス 
を提供しているプ□バイダーとの契約 • 料金び別途必要です。 
LAN ケーブルの抜さ差しは、プラグ部分を持って行って< 
ださい。 LAN ケーブルを抜くとさは、ケーブルを引かずに 
プラグのツメを巧しなびら抜いてください。 

電話用のモジュラーケーブルを LAN 端テに接続しないで< 
ださい。 

接続方法にはいろいろな方法びありますので、お客様びご利 
用されている電話会社や、インターネットヴービスプ□バイ 
ダーの仕様に従ってください。 

パソコンまたは DLNA サーバーのコンテンツにアクセスす 
るときは、本機をそれらの機器と同じ LAN ネットワークに 
接続する必要びあります。 


ワイヤレス接続する 

本機はアクセスポイントや無線ルーターを使用して、無線 
LAN 経由でネットワークに接続でさます。 

本機は IEEE 802 .1 ]n (シングルバンド、 2.4 GH z 帯）対 
応の無線モジュールび搭載されています。また、802.1 lb / 
g にち準拠しています。 

IEEE 802.1 ]n に準拠したアクセスポイントや無線ルーター 
での接続をお勧めします。 


に [—•参 I 



-接続やネットワークの設定について、詳し<はアクセスポイ 
ントまたは無線ルーターの取扱説明書をご覧<ださい。 


ワイヤレス設定をする 

♦ 準備 

設定する前に下記を行って<ださい。 

-ワイヤレス接続をします。 

-アクセスポイントまたは無線ルーターをセットします。 

- SSID およびネットワークのセキュ U ティコードをメモし 
ておさます。 

ぶ[本体設定]一[ネットヮ-クト 

[インターフェース]か5[ワイヤレス] 
を選んで、ミ夫定ボタンを巧ず 

ぶ[本体設定]一[ネットワーク]一 
[ワイヤレス設定]か5[次画面へ]を 
選んで、ミ夫定ボタンを巧す 

ぶ[はい]を選んで、ミ夫定ボタンを巧ず 

新しい接続設定をするとさは、現在の設定を解除して<ださい。 


J ) [ ワイヤレス設定]が表示された5 \ 1 \ 
で[スキヤン]を選ぶ 
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ぶ） ◄-/ 一で[次へ]を選んで、決定ボタン 
を巧す 

本機び利用可能なアクセスポイントまたは無線ルーターをス 
キャンしてディスプレイにリスト表示します。 

ぶ リスト内か5 t/* でアクセスポイント 
または無線ルーターを選んで、ミ夫定ボタ 
ンを巧す 

• アクセスポイントまたは無線ルーターのセキュリティを設 
定しているときは、本機に入力された WEP または WPA 
キーと一致している必要びあります。必要に応じて、セキュ 
リティコードを入力してください。 

セキュリティコードの入力のしかた 
① 1717 和/一 でセキュ U ティコード欄を選んで、決定ボ 
タンを巧し、ソフトウェアキーボードを起動する。 

③ 1717 和/一 で文字や項目を選んで、決定ボタンで入力 
する。 

③ 1717 和/-►で [ abc ]、[ ABC ]. [僧# $] を選んで、ミ央定 
ボタンでル文字、大文字、記号に切り換える。 

④ 1717 和/-►で [ Enter ] を選んで、決定ボタンを巧し、 
セキュ U ティコード入力を終了する。 

ぶ t/v 和/-►で[次へ]を選んで、決定ボ 
タンを巧す 

接続び成功すると IP アドレスび取得されます。 

ぶ）決定ボタンを巧ず 

ワイヤレス設定び終了します。 


お知らせ 


WEP キーは、アクセスポイントまたは無線ルーターの設定 
に使用でさるキーを4つ持っています。アクセスポイントま 
たは無線ルーターに WEP キーを設定しているとさ、 ホーム 
ネットワークには WEP キーを]つ設定でさます。 

アクセスポイントとは、ワイヤレスでホームネットワーク 
に接続するための機器です。 


[スキャン] 

本機び利用可能なアクセスポイントまたは無線ルーターをス 
キャンしてディスプレイにリスト表示します。 

[手動] 

アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) は送信できませ 
ん。お使いのパソコンを介してルーターの設定を確認しネッ 
トワーク名 （ SSID ) を送信するか、 [ Manual ] でネットワー 
ク名 ( SSID ) を手動で設定してください。 

[自動] 

プッシュボタンの設定方法をサポートしているアクセスポイ 
ントまたは無線ルーターをお使いで [ Auto ] を選んだときは、 
120秒じ(内にアクセスポイントまたは無線ルーターのプッ 
シュボタンを巧してください。アクセスポイントまたは無線 
ルーターのネットワーク名 （ SSID ) とセキュ U ティコードは 
必要ありません。 


おな5せ 


ネットワーク上に DHCP ヴーバーびなく IP アドレスを手動 
で設定するときは、 riP アドレスを設定する」 （46 ぺージ） 
をご覧 < ださい。 


WPS ( Wi - Fi ) を設定する 

く ♦ WPS 接続設定をする 

WPS とは Wi-Fi Protected Setup の略称です。無線 LAN 
機器の接続とセキュ1」テイの設定を簡単に行ラことびでさる 
ための規格で、業界団体 Wi-Fi Alliance び仕様を定めました。 
本機はプッシュボタンおよび PIN コードの設定をヴポートし 
ています。 

PBC ( プッシュボタンの設定） 

WPS 対応のアクセスポイントに搭載された WPS ボタンを 
巧すと、ワイヤレス設定に必要な認証と登録を自動的に行ラ 
ことびでさます。 

PIN 方式 

それぞれの機器に振り分けられている8巧の PIN コードを入 
力するとワイヤレス設定びでさます。 

設定するとさは、 [ 本体設定 ] 一[ネットワーク]一[インター 
フェース]で[ワイヤレス]を選んでください。 


^ A ホームメニュー ボタンを巧す 

ホームメニュー画面び表示されます。 

s£) ►で[本体設定]を選んで、ミ夫 

定ボタンを巧す 

本体設定画面び表示されます。 

ぶ[本体設定]一[ネットヮ-ク]一 

[ワイヤレス設定]で[次画面へ]を選 
んで、決定ボタンを巧す 

確認画面び表示されます。 

s §) 和/-►で [ はい]を選んで、ミ夫定ボタン 
を巧す 

ワイヤレス設定画面び表示されます。 

ぶ） t/4^ で[自動]を選んで、ミ夫定ボタンを 
巧す 

WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) 設定画面び表示されます。 

ぶ） tAI で [■PBC] または 
[■ PIN] を選ぶ 


I 接続 


泰二定 


:生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウ H ブ f 1ンテン 
の言生 


いろいろなご 


3 設定 


をの苗\ 
こ： つたと 


PBC を選んだとき：手順ぶへ 
PIN を選んだとを：手順ぶへ 
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夕 PBC (プッシュボタン）を使用して接続 
ずるときは、和/-►で [PBC] 画面の[次 
へ]を選んで、ミ夫定ボタンを巧す 

] 20秒じ(内にアクセスポイントの WPS ボタンを巧してくだ 
さい。 

ぶ PIN 方式を使用して接続するときは、 

[PIN] 画面で円 N コードを確認し[巧へ] 
を選んで、決定ボタンを巧す 

ぶ 手順8で確認した PIN コードをアクセ 
スポイントに入力する 

PIN コードの入力方法は、使用する機器によって異なります。 
詳綱ま、お使いの無線 LAN 機器の取扱説明書をご覧ください。 


ネットワーク接続に関する注意 

• ネットワークに接続でさな<なったとさは、ルーターやモ 
デムを IJ セットすると、ネットワーク接続設定を解みでさ 
ることびあります。本機の電源を切るか、ホームネットワー 
クのルーターやケーブルモデムの電源ケーブルを抜いて< 
ださい。次に、本機の電源を入れるか、ルーターやケーブ 
ルモデムの電源ケーブルを差し込んで<ださい。 

-インターネットサービスプ□バイダーによっては、インター 
ネットに接続でさる機器の数び限られていることびありま 
す。詳細については、お使いのインターネットヴービスプ 
□バイダーにお問い合わせください。 

• 弊社は、お客様びご利用されているブ□ードバンド回線で 
の接続、またはその他接続機器から起こる通信エラーや故 
障による、本機およびインターネット接続の不具合につい 
て一切の責任を負いません。 

•弊社では、インターネット接続機能からご利用できる巨 D - 
ROM ディスク機能の作成や提供は行っておりません。また、 
それらの機能や将来の利用性などについての責任を負いま 
せん。インターネット接続でご利用可能なディスク関連の 
コンテンツの中には、本機と互換性のないものもあります。 
このよラなコンテンツについてのご質問は、ディスクの製 
造元にお問い合わせください。 

. インターネットのコンテンツには、ブ□ー ドバンド接続び 
必要なをのちあります。 

• 正し<接続や設定びされているとさでわ、インターネット 
の回線の状態により正常に動作しないことびあります。 

-ブ□ー ドバンド回線の接続を提供しているインターネット 
ヴービスプ□バイダーの制限により、インターネット接続 
の操作び正し < でさないとさちあります。 

• 接続料やその他インターネットサービスプ□バイダーより 
請ホされる手数料は、すべてお客様のご負担となります。 

-本機との接続には10日 ASE-T または100日 ASE-TX の 
LAN 端テび必要です。ご利用のインターネットヴービスび 
これらの接続に対応していないとさは、本機との接続はで 
をません。 

- xDSL サービスを ご利用になるには、 ルーターび 必要です。 

- xDSL ヴービスをご利用するには xDSL モデムび必要です。 
またケーブルモデムサービスをご利用するにはケーブルモ 
デムび必要です。ご利用のインターネットサービスプ□パ' 
イダーのアクセス方法と契約内容によっては、本機に搭載 
されているインターネット接続の機能をご利用でさなかっ 
たり、同時に接続できる機器の数び制限されている可能性 
ちあります（ご利用のインターネットサービスプ□バイダー 
の契約び]台のみの接続に制限されているとさは、パソコ 
ンの接続中に本機を接続でさない可能性びあります)。 

-ご利用のインターネットヴービスプ□バイダーの規制や制 
限によっては、 r ルーター」を使用できない、またはルーター 
の使用び制限されている可能性びあります。 詳細について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダーに直接 
お問い合わせください。 

-□一カルエ U アネットワーク上で使用していないネット 
ワーク機器は、電源を切ってください。機器の中には、ネッ 
トワークトラフイックを生成しているちのをあります。 


22 



USB デバイスの接続 


本機は、 USB デバイスに記録した動画、音楽、写真などのファ 
イルを再生でさます。各ファイルの再生手順については、そ 
れぞれの関連ページをご覧ください。 


USB デバイスについて 

本機に接続できる USB デバイスは下記のとおりです。 

• US 日2.0対応の US 日メモ U - (容量] G 日!; Lb 、 推奨2 
G 日 ) または HDD ( 容量2下目 ) 

• ファイルシステムび FAT ] 6、 FAT 32 


■ホ. - 

-上記じ(外のファイルシステムで初期化されているとさは使 
用でさません。ただし、本機で初期化すると使用でさるこ 
とびあります。 

• U S 巨デノ くイスに複数のノ（ーテイシヨンの設定をしていると 
さは、認識しないことびあります。 

- USB デバイスによっては動作しないことびあります。 

-接続する USB デバイスの動作保証はでさません。 


USB デバイスを接続ずる 

- 

- US 日デバイスを接続したり取り外したりするときは、必ず 
本機の電源をオフにしてください。 

- HDD を使用するとさは、必ず HDD の電源をオンにしてか 
ら本機の電源をオンにしてください。 

- US 日デバイスび書さ込み禁止になっているとさは、書さ込 
み禁止を解除して<ださい。 

- US 日ケーブルは、プラグを持って端テとプラグの向さを合 
わせて水平に抜さ差しして < ださい。 

•端テに負担びかかると、接触不良び発生して、 US 日デバイ 
スのデータび読み書さでさないことびあります。 

- USB デバイスを接続して本機の電源をオンにしているとき 
は、電源コードを抜かないで<ださい。 

-複数の US 日デバイスを接続したとさ、 US 日デバイスのま 
号は、接続している機器や状態によって変わることびあり 
ます。 

- US 日デバイスのま号は、[ホームメニュー]一[ホームメ 
ディアギヤラリー]で確認でさます。 


J ) USB デバイスを本機前面の USB 端子に 
しっかりと差し込みます。 

本機前面 




USB 端テに US 日デバイスを接続するときは、本機び移動 
しないよラに手でしっかりと支えて<ださい。 


•册 Ma - 

-メモリーカードや USB 八ブを使用すると、本機び正しく 
動作しないことびあります。 

- USB ケーブルをお使いになるとさは、長さ2 m 未満のケー 
ブルを使用して<ださい。 


I 接続 


轰 f 差 


を 


;.ムメディア 
ギヤラリ— 


ウェブコンテンツ 
の青生 


いろいろな- 


詳！設定 


专の他/ 

につたとさ 


23 























基本設定 


マ ■ 


ットアップナビを使って設定ずる 


下記のとさは、必ずこの設定を行って<ださい。 

• はじめて本機をお使いになるとさ 

•[ 本体設定 ] ^ [ オプシヨン] の [ 初期設定に戻ず]を実行 

したとさ 

- 

-本機の電源をオンにする前に、本機と他機器び正しく接続 
されているかご確認ください。また、本機の電源をオンに 
する前に、本機と接続している機器の電源をオンにしてお 
いてください。 


^接続しているテレビに合う解像度を 選ぶ 

t / ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

^ i ) 接続しているテレビの 縦横 比を 選ぶ 

t / ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ セットアップナビを終了する 

巧定ボタンを巧します。 

• 設定び完了します。 

•前の画面に戻るとさは、 ろ 戻るボタンを巧します。 



ぶ接続しているテレビの電源をオンにして、 
入力を切り換える 

• テレビの操作については、テレビの取扱説明書をご覧<だ 
さい。 


^電源をオンにずる 

む電源ボタンを巧します。 

• セットアップナビび表示されているかご確認<ださい。 

く♦セットアップナビび表示されないとき 

C ホームメニューボタンを巧してホームメニュー画面を表 
示します。[本体設定]^[セットアップナビ] ^[開始]を 
選んで、決定ボタンを巧します。 

^セットアップナビを開始する 

決定ボタンを巧します。 

^テレビ画面に表示されるメニューの言語 
を選ぶ 

t / A で選んで、決定ボタンを巧します。 
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お使いのテレビのメーカーの、メーカーコードを本機の U モ 
コンに設定すると、本機の U モコンでお使いのテレビを操作 
でさます。 


'メーカーコード表にあるメーカーの了レビでも、機種によつ 
ては操作でさないことびあります。 

I 電池を交換すると、お買い上げ時の設定に戻ることびあり 
ます。その場合は、設定し直してください。 


ぐ 


2巧のメーカーコードを入力する 

テレビコント □ー ルの6電源ボタンを巧しなびら、数字ボタ 
ン （0 〜 9) を巧して入力します。 


■み向 3 - 


I お買い上げ時の設定は00(ノ（イオニア）です。 

メーカーコードを間違えて入力したとさは、テレビコント 
□ ー ルの6電源ボタンから指を放して始めから設定し直し 
て < ださい。 

' 1つのメーカーに複数のメーカーコードびあるとさは、操 
作でさるまで順に設定して<ださい。 


ぶ）テレビを操作できるか確認ずる 

テレビコント □ー ルボタンで操作します。 

む電源ボタンを巧します。 

む...テレビの電源をオン/オフします。 

入力切換...テレビの入力を切り換えます。 

チャンネル （ + /-)... テレビのチャンネルを切り換えます。 
音量 （ + /— ） ...テレビの音量を調節します。 


本機のリモコンでテレビを操作する 


メーカーコード 表 

メーカー 

□- 

小 



パイオニア 

00, 

22,已1 



RCA 

01,15,16, 

Tt ： 

18, 61,62 

シャープ 

02, 

19, 2ス目7, 90 

ソニー 

04 




まち 

0己, 
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曰立 

06, 

24, 2己，33, 

34,己4 

Philips 

07,已氏68 



パナソニック 

08, 

22 



兰菱 

09 




Goldstar 

10. 

23,已〇 



ビクター 

13 




サン3— 

14, 

21,4已, 

を 


富±通ゼネラル 

29 




フナイ 

40 




NEC 

已9 




アイワ 

60 




Samsung 

44, 46, 69’ 

W 


ユニ デン 

92 





の〇 〇 

^チレ里 


革備 


接侯 


基本設定 


C 生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウェブコンテンツ 
の青生 


その他のご作？™詳！-設定 


この苗/ 
につたとさ 


空5口 
〇 ^置！〔 


岂き□字□'芭ら 

を H B 口 I 口 

1 因：： 

窗 ■ D B 巧 
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イスク / ファイルを再生ずる 


ここでは、本機の主な操作について説明します。 

再生でさるディスクについては「再生でさるディスク」をご 
覧ください （8 ぺージ）。再生できるファイルについては 
「再生でさるファイル」をご覧ください （10 ぺージ）。ディ 
スクに記録されている画像や音声ファイルは、ホームメディ 
アギャラ U —を使つて再生します （33 ぺージ）。 

J ) む電源ボタンを巧して電源をオンにする 

•あらかじめテレビの電源をオンにして、入力を切り換えて 
おいて < ださい。 

^ A 開/閉ボタンを巧してディスクトレイ 
を開け、ディスクをセットする 


おな5せ 


-印刷面を上にしてディスクをセツトして<ださい。 

-ディスクの読み込みには数十秒かかります。読み込みび終 
了すると本体表示窓にディスクの種類び表示されます。 

•日 D レコーダーで録画するとさに、視聴制限を設定された 
日 D の視聴制限を解除するには、[パスワード変更]で登録 
したパスワードを入力してください （47 ぺージ）。 


ぶ ►再生ボタンを巧して再生ずる 

♦一時停止するには、再生中に II 一時停止ボタンを 巧します。 
♦停止するには、再生中に ■停止ボタンを 巧します。 


おな5せ 


ディスクトレイを閉じると自動で再生を始めるディスクち 
おります。 

BD - R 0 M / DVD ビデオには、ディスクまたはタイトルに視 
聴制限び設定されているちのびあります。視聴制限を解除 
するには、[パスワード変更]で登録したノ（スワードを入力 

してください （47 ぺージ）。 

日 D - R /- RE には、ディスクまたはタイトルに視聴制限び設 
定されているものびあります。視聴制限を解除するには、 
ディスクに設定されているパスワードを入力して<ださい。 
映像や音声び正し<出力されないとさは、「故障かな？と 
思ったら」をご覧ください（已3ぺージ）。 


♦ンメニュー画面 （ ディスクメニュ ー） び表示 
されたとを 

ディスクによっては、再生を始めると自動でメニュー画面を 
表示するとさびあります。メニュー画面の内容や操作方法は、 
ディスクによって異なります。 

♦ン停止した場所か5再生する（つづき見再生） 

♦再生中に ■停止 ボタンを巧すと、停止した場所を記憶しま 
す。 ►再生 ボタンを巧すと停止した場所から再生します。 
♦つづさ見再生を解除するには、停止中に ■停止 ボタンを巧 
します。 


おならせ 


下記のとさ、つづさ見再生は自動で解除されます。 

ーディスクトレイを開けたとさ。 

ーファイルの U スト画面を切り換えたとさ。 

一電源をオフにしたとさ。 

再生したい箇所を指定してつづさ見再生したいとさは、 
32ぺージをご覧ください。 

つづさ見再生でさないディスクちあります。 


♦ン他の入力を選んでいるときにディスク/ 
ファイルを再生ずる 

J ) A 開/閉ボタンを巧してディスクトレイ 
を開け、ディスクをセットする 

A 開/閉ボタンを巧してディスクトレイを閉めます。 

ぶ）ホームメディアギヤラリーボタンを押して 
ホームメディアギヤラリーを表示する 

ぶ ディスクを選ぶ 

( BDMV / BDAV/DVD など） 
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早送り/早戻しずる 

J ) 再生中に◄◄早戻しまたは►►早送りボ 
タンを巧す 

♦巧すたびに速さを切り換えられます（テレビ画面に速さび 
表示されます）。速さの段階はディスクまたはファイルに 
よって異なります。 

♦ン通常の再生に戻すには 

►再生ボタンを巧します。 


チャプター/トラック/ファイルを 
指定して再生ずる 

J ) 再生中に選択したいチャプター/トラッ 
ク/ファイル番号を入力する 

♦ 数字ボタン （0 〜 9) でま号を入力して、決定ボタンを巧し 

ます。 

♦クリアボタンを巧すと、入力した内容を取り消します。 


頭出しする 

J ) I ◄◄前または次ボタンを巧す 

♦ ►►1次ボタンを巧すと、次のチャプター/トラック/ファ 
イルの先頭に進みます。 

♦映像または音声ファイルの再生中に！◄◄前ボタンを巧す 
と、再生中のチャプター/トラック/ファイルの先頭に戻 
ります。2回続けて巧すと]つ前に戻ります。 

♦画像ファイルの再生中に!◄◄前ボタンを巧すと、 ] つ前の 
ファイルに戻ります。 


ス□—再生する 

j ) 一時停止中に ◄ll/^l または l^/ll^ ボタ 
ンを巧し続ける 

♦ 巧すたびに速さを切り換えられます（テレビ画面に速さび 
表示されます)。 

♦ン通常の再生に戻ずには 

►再生ボタンを巧します。 


コマ送り/コマ戻し再生する 

J ) 一時停止中に ◄ll/^l または l^/ll^ ボタ 
ンを巧ず 

♦ 巧すたびにコマ送り/コマ戻しします。 

♦ン通常の再生に戻ずには 

►再生ボタンを巧します。 


指定した箇所を繰り返し再生する 
( A-B リピート再生） 

1つのタイトルまたはトラック内の指定した箇所を繰り返し 
再生します。 

J ) 再生中に A-B リピート再生を始める箇所 
で A-B ボタンを巧す 

♦テレビ画面に [A-] と表示されます。 

^ A-B リピート再生を終了する箇所で A-B 
ボタンを巧す 

♦テレビ画面に [A-B] と表示され、 A-B リピート再生を始め 
ます。 

♦ン A-B リピート再生を解除するには 

A-B U ピート再生中に A-B ボタンを巧します。 


お巧百せ 


下記のとき A-B U ピート再生は解除されます。 

一 U ピート範囲外をサーチしたとさ。 

一他の U ピートまたはランダム再生を始めたとさ。 


繰り返し再生する（リビート再生） 

再生中のディスク/タイトル/チャプター/トラック/ファ 
イルを繰り返し再生します。 


si) 再生中にリピートボタンを巧ず 

♦巧すたびに、 IJ ピートモードを切り換えられます。リピー 
トモードはじ(下のよラに切り換わります（テレビ画面に表 
示されます）。 

BD 

再生中のチャプター^再生中のタイトル 

DVD 

再生中のチャプターー再生中のタイトルーすべてのタイトル 

CD / 映像ファイル/音声ファイル/画像ファイル 

再生中のトラック/ファイル^すべてのトラック/フオルダー内 
のすベてのファイル 

♦ンリピート再生を解除ずるには 

再生中にリピートボタンを数回巧します。 


お妇15せ 


下記のとさ、 U ピート再生は解除されます。 

一 U ピート範囲外をサーチしたとさ。 

一他の U ピートまたはランダム再生を始めたとさ。 
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お知らせ 


お巧みの)噴番で再生する 
(プ□グラム再生） 

J ) 再生中にプ□グラム（青）ボタンを巧す 

♦ プ□グラム画面び表示されます。 

^プ□グラム番号を選ぶ 

決定ボタンを巧します。 

ぶ 再生するタイトル/チャプターを選ぶ 

t / IV 和/一で選んで、決定ボタンを巧します。 

J ) ►再生ボタンを巧して再生する 

再生び始まります。 

♦ンプ□グラムの内容を修正するには 

修正するプ□グラムま号を選んで、決定ボタンを巧します。 
1747 和/- ► でタイトル/チャプターなどを選んで、決定ボタ 
ンを巧します。 

♦ンプ□グラムを消ずには 

♦消したいプ□グラム番号を選んで、クリアボタンを押します。 
• プ□グラムをすべて取り消すには、ち戻るボタンを押します。 


おな5せ 


-音楽 CD のときは、手順^でトラック （ Track ) ま号を入 
力します。 

-日 D でこの機能は使用でさません。 


再生中の箇所にブックマークをつける 

再生中の映像の好さな場面にブックマークをつけ、その場面 
をあとから再生でさます。 

J ) 再生中にブックマーク（赤）ボタンを巧ず 

♦ブックマークび登録されます。 

♦最大で] 2力所まで登録でさます。 

♦ン 登録した箇所を再生ずる 

J ) ブックマーク（ホ）ボタンを巧し続ける 

♦ブックマークー覧び表示されます。 

^再生するブックマークを選んで再生ずる 

和/-►で選んで、決定ボタンを巧します。 

♦ン ブックマークを 消ずに は 

消したいブックマークを選んで、クリアボタンを巧します。 


ブックマークでさないディスクや場面ちあります。 
下記のとさブックマークは解除されます。 

一電源をオフにしたとさ。 

ーディスクトレイを開けたとさ。 


画像を拡大/縮かずる（ズーム) 


J ) 再生中にズーム（緑）ボタンを巧す 

♦巧すたびに倍率を切り換えられます。倍率はじ(下のよラに 
切り換わります（テレビ画面に表示されます）。 

[ズーム 2 x ] 一 [ズーム 3 x ] 一 [ズーム 4 x ] 一 [ズー 
ム 1/2] 一 [ズーム 1/3] 一 [ズーム 1/4] ー ノーマル 
(表示されません） 


おが5せ 


-ズームでさないディスクをあります。 


写真をスライドシヨー再生する 

写真を自動で切り換えて表示します。 


J ) 再生中にインデックス（黄）ボタンを巧す 

参写真を一度に12枚ずつサムネイル表示します。 

♦写真を選び決定ボタンを巧すと、選んだ写真からスライド 
ショーび始まります。 

く ♦写真を回乾/反転する 

スライドショー再生中または一時停止中に 174/ 和/一 を巧す 
と、下記のよラに表示び切り換わります。 

-► :ちに90度回転 
◄-:左に90度回転 
t 上下方向に S ラー反転 
♦:左ち方向に S ラー反転 


アングルを切り換える 

複数のアングルび収録されている日 D - R 0 M または DVD ビ 
デオでは、再生中にアングルを切り換えられます。 


sj ) 再生中にアングルボタンを巧す 

•現在のアングルと収録されているアングルの総数びテレビ 
画面に表示されます。アングルを切り換えるには、再度ア 

ングルボタンを巧します。 

• ツールメニユーから[アングル]を選んでも切り換えられます。 
♦アングルボタンを押してちアングルび切り換わらないとさ 
は、ディスクのメニュー画面で切り換えて<ださい。 
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字幕を切り換える 

複数の字幕び収録されているディスクでは、再生中に字幕を 
切り換えられます。 


-レコーダーで録画したディスクでは字幕を切り換えられま 
せん。録画した機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


si ) 再生中に字幕ボタンを巧す 

♦ 現在の字幕と収録されている字幕の総数びテレビ画面に表 
示されます。字幕を切り換えるには、再度字幕ボタンを巧 
します。 

♦ツールメニューから[字幕]を選んでも切り換えられます。 
♦字幕ボタンを巧しても字幕び切り換わらないときは、ディ 
スクのメニュー画面で切り換えて<ださい。 

♦ン字幕を消ずには 

字幕ボタンを数回巧すか、ツールメニューから[字幕]を選 
んで、設定を[オフ]にしてください。 


音声を切り換える 

複数の音声び収録されているディスクやファイルでは、再生 
中に音声を切り換えられます。 


J ) 再生中に音声ボタンを巧す 

♦ 現在の音声と収録されている音声の総数びテレビ画面に表 
示されます。 

音声を切り換えるには、再度音芦ボタンを巧します。 
♦ツールメニューから [音青] を選んでわ切り換えられます。 
♦音声ボタンを押してを音声び切り換わらないとさは、ディ 
スクのメニュー画面で切り換えて<ださい。 


CD / SACD の再生エリアを切り換える 


si ) 再生したいエリアを選ぶ 

停止中に CD/SACD ボタンを巧します。巧すたびに本体表 
示窓に再生エ1」アび切り換わって表示されます。 

[CD AREA ] 一 [SACD 2 CH ] 一 [SACD MCH 卜（最初 
に戻る） 

♦再生しているとさは■停止ボタンを2回巧して、つづさ 
再生を解除してから再生ェ U アを選んで < ださい。 


ディスクトレイを開く 

A 開/閉ボタンを巧します。 


ぶ ディスクトレイを閉じる 

A 開/閉ボタンを巧します。ディスクの読み込みび終わると、 
再生エリアび切り換わります。 


ディスクの情報を見る 


J ) 画面表示ボタンを巧す 

テレビ画面に表示されます。ちラー度巧すと表示び消えます。 
再生中と停止中で表示される情報び異なります。 


BONUSVIEW や BD-LIVE を 
楽しむ 


本機は日 D ビデオの日 ONUSVIEW や BD - LIVE に対応して 
います。 

日日 NUSVIEW 対応の日 D ビデオでは、第2映像 （ ピクチャー 
インピクチャー) (31 ぺー ジ）、 第2音声（セカンダ U - 
オーディオ） （31 ぺージ）などび楽しめます。日 D - UVE 巧 
応の日 D ビデオでは、インターネットを経由して、特典映像 
などのさまざまな情報をダウン□ー ドでさます。 

日 D ビデオに記録されているデータや日 D - LIVE からダウン 
□ー ドしたデータは、 US 日メモリー（外部メモリー）に保 
をされます。これらの機能を楽しむときは 、 USB 2.0 Hi 吕 h 
Speed (480 Mbit / s ) 対応の US 日メモ U -( 最小容量] 
GB 、 推奨2 G 日!;(上）を本機の USB 端子に接続してください。 

• US 日メモリーの接続/取り外しのときは、本機の電源を 
オフにして < ださい。 

• USB メモリーの接続/取り外しのときは、本機び移動し 
ないよラに手でしっかりと支えて<ださい。 

• US 日メモ U — に保をされている情報を再生するとさは、 
ダウン□ー ドしたとさに視聴していたディスクをセットし 
てください（他のディスクをセットしているとさは 、 USB 
メモ U —に保存されている情報を再生でさません）。 

♦他のデータび記録された USB メモ IJ 一を使用すると、映 
像や音声び正し < 再生されないことびあります。 

♦再生中は USB メモリーを取り外さないで<ださい。 

参データの読み込み、書さ込みに時間びかかることびあります。 


USB メモリーの空さ容量び少ないと、日 ONUSVIEW や 
巨 D - LIVE 機能び使えないことびあります。このときは[本 
体設定 ] 一[オプショント旧 UDA ] 一旧 UDA 設定]を選ん 
で、 US 日メモ U —内のデータを消去してください （47 

ページ）。 


f が iKa - 

-接続する USB メモ IJ 一の動作保証はでさません。 

-日 D - LIVE 機能のデータなどの再生はディスクによって異な 
ります。詳し<はディスクの取扱説明書をご覧<ださい。 

-日 D - LIVE 機能を楽しむには、ネットワークの接続と設定を 
してください（20、43ページ）。 

-日 D - LIVE は、インターネットに接続して楽しむ機能です。 
日 D - LIVE 対応ディスクび、本機やディスクの識別信号 （ ID ) 
をインターネット経由でコンテンツプ□バイダーに送信す 
ることびあります。 


I 接汽 


泰二定 


再生 


;.ムメディア 
ギヤ-つ— — 


ウェブ f ソテ> 

のち ： J 


いろいろな- 


を 

つ- 
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再生機能について 


ディスクやファイルによってできる機能び異なります。下記の表でご確認ください。 


1 ディスク/ファイルの種類 1 

機能※， 

BD - R 0 M 

BD - R/-RE 

DVD 

ビデオ 

DVD-R 

/-RW 

(VR フトマット ) 

AVC 

REC 

AVCHD 

映像 

ファイル 

画像 

ファイル 

音声 

ファイル 

音楽 CD 

早送り/早戻し‘ xs 

〇※3 

〇※3 

〇※3 

〇※3 

〇※3 

〇※3 

〇※3 

X 

ぴ4 

ぴ4 

タイトル/チヤプ 











ター/トラックを 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

〇 

指定して再生する 











頭出し 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ス □一巧 生’ X 5 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 ※ B 

X 

X 

X 

コマ送り※吕 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇※7 

X 

X 

X 

A-B U ピ ート ※ 2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

U ピート 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ズーム 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

アングル切換^8 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

字幕切換^3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

音声切換 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

ディスク情報表示 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


^表で[〇]になっていても、ディスクやファイルによって働かない機能びあります。 
^チャプターび切り換わると、自動で通常の再生に戻るディスクわあります。 

^早送り/早戻し中は音声び出ません。 


^早送り/早戻し中も音声び出ます。 

ス□一再生中は音声び出ません。 

逆ス□一再生はでさません。 

の コマ戻し再生はでさません。 

^ [アングルマーク]を[オン]に設定すると、複数のアングルび収録されている場面でアングルマークび表示されます （44 

ぺージ）。 

^ • 収録されている字幕の種類はディスクによって異なります。 

•現在の字幕と収録されている字幕の総数び表示されないですぐに切り換わる、またはディスクで用意された切り換え画面 
び表示されるなどの場面ちあります。 

音声び収録されていないディスクちあります。 


30 
















—を使ラ 


(44 ページ）。 


本機の動作状況に応じて、いろいろな機能を呼び出せます。 

J ) 再生中にツールボタンを巧す 

ツールメニュー画面び表示されます。 

^項目を選んでミ夫定する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 


おが5せ 


•変更でさない項目ちあります。また、本機の状態によって 
選択でさる項目び異なります。 


♦ン選んだ項目の設定を変更するには 

t /4 で選びます。 

♦ンツールメニューを終了するには 

ツール ボタンを押します。 


♦ン ツ ールメニュー 項目一覧 


I 項目 

効果 1 

タイトル 

再生中のタイトルま号/総タイトル数を表示 
します。また、選んだタイトルを再生でさま 

す。 庙記） 

再生中のチャプター（トラック/ファイル） 
チャプター（トラック/総チャプター数を表示します。また、選ん 
/ファイル ） だチャプター(トラック/ファイル）を再生 
でをます。 （ち記） 

時間 

経過時間または残り時間を表示します。 

時間を指定して再生でさます。 （ち記） 

モード 

再生モードを切り換えます (32 ぺー ジ）。 

音声 

音声を切り換えます。 

アングル 

巨 D - R 0 M / DVD ビデオのアングルを切り換 
えます。 

字幕 

字幕を切0換えます。 

字幕タイプ 

字幕の文字タイプを切0換えます。 

第 2 映像 X’2 

BD - R 0 M の第2映像 （ セカンダ U — ビデオ） 
を切り換えます。 

第2音声 X ’3 

巨 D - ROM の第2音声（セカンダ U - 才ーディ 
才）を切り換えます。 

ビットレート 

音声/映像/第 2 映像/第 2 音声のレート 
を表 71^ します。 

静止画オフ 

BD - R 0 M の静止画状態を解除します。 

サーチ 

自動で30秒先に進み、再生します。 

U プレイ 

自動で10秒前に戻し、再生します。 

スライドシヨー 

スライドショーの再生速度を切り換えます。 

画面切替 

スライドショーの再生ち法を切り換えます。 


ディスクの種類によって、いずれかの情報び表示されます。 
[第 2 映像マーク] を [オン] に設定すると、第 2 映像 
び収録されている場面で第2映像マークび表示されます 

(44 ぺージ）。 

[第 2 音声マーク] を [オン] に設定すると、第 2 音声 

び収録されている場面で第2音声マークび表示されます 


お巧 S せ 


•ディスクによって、選択できる機能び異なります。 

-収録されている第2音声の種類はディスクによって異なり 
ます。 

•第2映像や第2音声び収録されていない日 D - R 日 M ちあり 
ます。 

-現在の第2映像/第2音声と収録されている第2映像/第 
2音声の総数び表示されないですぐに切り換わる、または 
ディスクで用意された切り換え画面び表示されるなどの場 
面ちあります。 


時間を指定して再生する（タイムヴーチ） 

J ) [時間]を選ぶ 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

^時間を入力する 

数字ボタン （0 〜 9) で時間を入力します。 ◄-/-► で力ーソル 
を移動します。 

参4已分を再生するには0、0、4、已、0、0を入力して、 
決定ボタンを巧します。 

• 1時間20分を再生するには0、1、2、0、0、0を入力して、 
決定ボタンを巧します。 

•クリアボタンを巧すと、入力した内容を取り消します。 

ぶ 指定した時間か6再生を始める 

決定ボタンを巧します。 


タイトル/チャプター/トラック/ 
ファイルを指定して再生する （ ヴーチ） 

sj ) [タイトル]または[チャプター(トラッ 
ク/ファイル）]を選ぶ 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

^タイトル/チャプター/トラック/ファ 
イルの番号を入力する 

数字ボタン （0 〜 9) で入力します。 

♦ 32 タイトルをサーチするには3、2を入力して、決定ボ 
タンを巧します。 

•クリアボタンを巧すと、入力した内容を取り消します。 

ぶ 指定した箇所か5再生する 

決定ボタンを巧します。 


轰 f 差 


再生 


ホ—ムメディア 
ギヤ-つ J I 
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指定した箇所か S 続けて再生する 
(つづを見再生） 

電源をオフにしてち、次回再生するとさに指定した箇所から 
続けて再生でさます。 

❖ 指定ずる 

J ) 再生中につづき見したい箇所でつづき見 
ボタンを巧す 

♦ 画面ち上に指定した箇所の再生経過時間び表示されます。 

♦ン再生ずる 

J ) ►再生ボタンを巧して再生する 

つづさ見再生の確認画面び表示されます。 


^ [はい]を選んで決定する 

和/-►で選んで、 決定ボタンを 巧します。 
• 指定した箇所から再生び始まります。 


おならせ 


- A 開/閉ボタンを 巧すと、つづさ見再生の設定は解除され 
ます。 

-正し<つづさ見再生でさないディスクわあります。 


順不同に再生ずる 
(ランダム/シャツ フル再生） 

J ) [モード]を選んで決定ずる 

t /4 で選んで、 決定ボタンを 巧します。 

^再生したいモードの種類を選んで決定する 

t /4 で選んで、 巧定ボタンを 巧します。 


•ランダム再生 

指定した範囲（ディスク/タイトル/チャプター/トラック 
またはファイル）で順不同に再生します。同じものび続けて 
再生されることちあります。 

•シャッフル再生 

指定した範囲（ディスク/タイトル/チャプター/トラック 
またはファイル）で順不同に再生します。すべてのちのを] 
回ずつ再生します。 
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曰章 


ホームメディアギヤラリー 


ホームメディアギャラ U —について 



MEDIA GALLERY 


ホームメディアギャラ U - ではディスク、 US 日デバイス、ま 
たは LAN 経由で本機に接続している、ネットワーク上の機器 
に記録されているタイトル/フオルダー/トラック/ファイ 
ルを一覧で表示でさます（ホームメディアギャラ U —）。ホー 
ムメディアギャラリーから再生でさるディスク/機器は下記 
のとおりです。日ぺージもあわせてご覧ください。 

再生可能なディスク/機器 
• 日 D - R/-RE (BDAV フオー マット） 

• DVD - R /- RW(VR フオーマット） 

• 音楽 CD ( CD - DA 、 SACD、DTS CD ) 

• 画像および音声ファイルなどのデータファイルだけび記録 
されている DVD/CD 

• US 巨デバイス 

• LAN 経由で本機に接続している、ネットワーク上の機器 
( DLNA 1.0 または DLNA 1. 己に準拠したメディアヴーバー 
機能を持つ機器） 


お巧15せ 


-本機び対応している形式のファイルでち再生でさないこと 
びあります。 


ネットワーク上のトラック/ファイル 
にごいて 

本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に保存され 
ているファイルを再生します。 

• Windows Media Player 11 

• Windows Media Player 12 

• DLNA 


♦ンネットワークを使った外部コンテンツのご 
利用について 

外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの接続 
び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必要となりま 
す。第兰者び提供するコンテンツのサービスは、予告な<、 
変更、中断、中止される可能性びあり、パイオニアは、その 
よラな事態に巧していかなる責任ち負いません。ノ（イオニア 
は、外部コンテンツの提供サービスの継続や利用可能期間に 
ついて、いかなる保証をいたしません。 

♦ン DLNA に準拠した機器の再生について 

本機は下記の機器に保存されているネットワーク上のファイ 
ルを再生でさます。 

• os び Microsoft Windows Vista または XP Service 
Pack 3 で 、 Windows Media Player 11 びインストー 
ルされているパソコン 

• OS び Microsoft Windows 7で 、 Windows Media 
Player 12 びインス I ルされているパソコン 

• DLNA 1.0 または DLNA 1. 已に準拠したメディアヴーバー 
(パソコンやネットワーク型八ードディスクなど） 

上記のよラなパソコンや DMS ( デジタルメディアヴーバー） 
に保をされたファイルは、 DMP (デジタルメディアプレーヤー) 
で再生できます。本機はその DMP に対応しています。 

DLNA について 


9dlna 

CERTIFIED 


Digital Living Network Alliance (デジタル-リビング•ネッ 
トワーク•アライアンス）の略です。□-カルエ U アネットワー 
ク ( LAN ) 上で接続したメーカーの異なるパソコンやデジタル 
家電の動画、音楽、または画像データなどを相互で視聴でさ 
るよラにするためのデータの圧縮方式や転送方式の標準化を 
進めている団体の名称です。 

本機は DLNA Home Networked Device Interoperability 
Guidelines vl .5 に準じています。 

DLNA CERTIFIED ® Audio Player 

DLNA ® および DLNA CERTIFIED ® は Digital Living 

Network Alliance の商標です。 


準備 


豆本設定 


再生 


ホ—ムメディア 
I ギヤラリ— 


ウェブコンテンツ 
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おならせ 


接続している機器の種類やソフトウェアのバージヨンに 
よって働かない機能びあります。 

対応しているファイルの形式は接続している機器によって 
異なります。接続している機器び対応していない形式のファ 
イルは表示されません。詳しくはお使いの機器のメーカー 
にお問い合わせください。 

接続している機器の性能や状態によって再生び停止したり、 
正し<再生でさないことびあります。 

ネットワークの通信び混雑していると、ファイルび表示さ 
れない、または再生でさないことびあります。ネットワー 
ク上の機器と接続するとさは] 00日 ASE - TX のご利用をお 
勧めします。 

ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同時に再生 
すると再生び停止することびあります。 

接続している機器にインターネットセキュ U テイーソフト 
ウェアなどびインス I -ールされているとネットワークに接 
続でさないことびあります。 

弊社は、本機とネットワーク上で接続している機器の不具 
合やファイルまたはデータの破損などに関して、一切の責 
任を負いかねますのであらかじめご了承<ださい。接続し 
ている機器のメーカー、またはプ□バイダーにお問い合わ 
せ < ださい。 


ぶ ファイルを選んで再生する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

• 再生を始めます。 

♦ンホームメディアギャラリーを終了するには 

ホームメディアギャラリーボタンを巧します。 

■か M 3 - 

-ホームメディアギャラ U —画面でヴーノ く一び表示されてい 
ないときは、 [ DLNA サーチ]を選んで決定ボタンを巧して 

<ださい。 


ディスク / USB を再生する 

J ) ホームメディアギヤラリーボタンを押して 
ホームメディアギヤラリーを表示する 

• ホームメニューを巧して、[ホームメディアギヤラリー] 

を還んで決定ボタンを巧してち表示できます。 


ホームメデイアギャラ U —か S 
再生する 







CM バックツール つづを見 CM スキップ 


早戻し 再を 早送0 

1 r ° ► 1I 


◄II/ ィ I 



一時停止 停止_ 

因因 





ネットワーク上のファイルを再生ずる 

ホームメディアギャラリーボタンを巧して 
^ホームメディアギャラリーを表示する 

• かホームメニューを押して、[ホームメディアギャラ u —] 
を選んで決定ボタンを巧してち表示できます。 


^ディスクまたは USB を選ぶ 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ[写真]/[音楽]/[映像]/ [ AVCHD ] を 
選ぶ 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

• VR フォーマットで記録されたディスクを再生するとさは、 
この操作を行いません。 

^トラック/ファイルを選んで再生する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

• 選んだトラック/ファイルから再生を始めます。 

• フォルダーの中に再生したいトラック/ファイルびあると 
きは、そのフォルダーを選んで決定ボタンを巧すと、中の 
ファイルび表示されます。 

♦ン画像のスライドシヨー再生について 

ディスクまたはフォルダー内の画像ファイルを、自動で切り 
換えて表示します。 


お知5せ 


-接続している機器や状態によって、再生開始や画面の切り 
換えなどに時間びかかることびあります。 

-この機能から再生でさないファイルちあります。 

-再生回数び制限されているファイルちあります。 

-日 D - R /- RE には、ディスクまたはタイトルに視聴制限び設 
定されているものびあります。視聴制限を解除するには、 
ディスクに設定されているパスワードを入力して<ださい。 


ぶ）再生したいファイルび入っているヴー 
バーを選ぶ 
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♦ントラック/ファイルをリストか5削除する 
J ) 削除したいトラック/ファイルを選ぶ 

一で選んで、ポップアップメニューボタンを巧します。 

[プレイリストか5削除]を選ぶ 

t /4^ で選んで、決定ボタンを巧します。 

ホームメディアギャラリーボタンを巧して 
ぶ ホームメディアギャラリーを表示する 

• C ホームメニューを巧して、[ホームメディアギャラ U —] 

を還んで決定ボタンを押してち表示できます。 

^ディスクまたは USB を選ぶ 

174で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ 追加したいトラック/ファイルを選ぶ 

■4 で選びます。 

ぶ ポップアップメニューを表示する 

ポップアップメニューボタンを巧します。 

ぶ [HMG プレイリスト]にトラック/ファ 
イルを追加ずる 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

• 他のトラック/ファイルを [ HMG プレイリスト]に追加す 
るとさは、手順^からぶを繰り返してください。 

♦ン [HMG プレイリスト]か5再生する 

ホームメディアギャラリーボタンを巧して 
^ホームメディアギャラリーを表示する 

• C ホームメニューを巧して、[ホームメディアギャラリー] 

を選んで決定ボタンを押してち表示でさます。 

^ [プレイリスト]を選ぶ 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ トラック/ファイルを選ぶ 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

• 選んだトラック/ファイルから再生を始めます。 

• で前または次のトラック/ファイルを再生します。 


ホームメディアギャラ U —プレイリスト 
( HMG プレイリスト）か S 再生する 

下記のディスク / USB に記録されているトラック/ファイル 
[ HMG (ホームメディアギャラ U —）プレイ U スト]に追加す 
ることで、お好みの順番で再生でさます。 

• 音楽ファイルの記録された DVD / CD / USB デバイス 

♦ントラック/ファイルをリストに追加する 


i 
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6 章 


ウェブコンテンツの再生 


本機で一部のウェブコンテンツの視聴をお楽しみいただけます。 



• YouTube ( MPEG 4 AVC H .264) 

• Picasa 

f 朱材 a - 


YouTube について 

-下記のヴイズの YouTube 動画を再生でさます。 

-標準画質 (400 X 226ピクセル、200 kbps ) 

-中画質 (480 X 360ピクセル、512 kbps ) 

-高画質旧己4 X 480ピクセル、900 kbps ) 

- HD (720 p )(1 280 X 720ピクセル、2 Mbps ) 
- HDdOSOp ) (1920 X 1080ピクセル、4 Mbps ) 

-本製品で対応している YouTube サービスは YouTube 
Leanback です。本製品発売時点では YouTube Leanback 
アクセス画面の言語は英語のみで提供されています。詳しくは 
http://www.google.conn/support/youtube/7hNjp などの 
YouTube ヘルプをご覧ください。 

-携帯電話向けの YouTube 動画は再生でさません。 

. 再生でさない YouTube 動画ちあります。 


Picasa について 

- Picasa アクセス画面は英語によるご案内となります。使用方 
法などについては http://picasa. 旨00旨 le.com/support/ など 

の円 casa のご案内をご覧ください。 

-本製品で Picasa ウェブアルバムをお楽しみいただくには、 
あらかじめパソコンなどでユーヴ-パスワード登録しておく 
必要びあります。 

一本製品ではじめてアクセスする際は、 New User アイコン 
を選択しパソコンで登録したユーヴ名とパスワードを入力 
する必要びあります。 

-インターネット接続環境によっては、正常に再生でさないこと 
びあります。 

-外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの接 
続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必要とな 
ります。 

-第兰者び提供するコンテンツのサービスは、予告なく、変更、 
中断、中止される可能性びあり、弊社は、そのよラな事態 
に対していかなる責任ち負いません。弊社は、外部コンテ 
ンツの提供ヴービスの継続や利用可能期間について、いか 
なる保証ちいたしません。 

-ウェブコンテンツの再生とディスクの再生は、同時に動作 
でさません。 


再生ずる 


お塚度切換コ^!5)ツキー□ック_ 

ロロ ロロ 

ス U- プ 

口 

’(-サチ姚 3 D 


ディマースリープ 終了 イイ3百至 

ロロ ■白 


サウンド 


晋 


サウンドレトリバ- CD/SACD - •，- 

ロロ 白 

USB 録音 画面表示 ミ肖音 

rn I~~II~~I 


操作の前に、本機をインターネットに接続してください 

(20 ページ）。 


J ) 選択画面を表示ずる 

• ホームメニュー ボタンを巧して、 [ウェブコンテンツ] 

を選びます。 

ぶ）ウェブコンテンツの種類を選ぶ 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ ファイルを選んで再生ずる 

t/IV 和/-►で選んで、決定ボタンを巧します。 


• 再生をやめるには、 終了 ボタンを巧します。動画の再生び 
終了し、ホームメニュー画面に戻ります。 
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電源 開/開 


面■。〇 

フアンクシヨン 胃 




いろいろな機能 


V タディスクトレイを開を、オーディオ CD 
を置く 

A 開/閉ボタンを巧します。 

^ディスクトレイを閉じる 

A 開/閉ボタンを巧すと、自動的に再生び始まります。 

• 自動で再生を開始しないとさは、リモコンの ►再生 ボタン 
または本体の ►/II再生/ -時停止 ボタンを巧して、再生を 
開始します。 

sS CD 再生中に USB 録音ボタンを巧す 

CD のデータ取り込み画面び表示されます。 

ぶ）録音したい巧またはトラック番号を選ぶ 

CD 内すベての曲を録音するとさは、 t / IV 和/一で[ずべて 
選択]を選んで決定ボタンを巧します。 

トラックを選んで録音するときは、 t /4 V 和/-►でトラックま 
号を選んで決定ボタンを巧します。 

• 選んだトラックを取り消すとさは、 t / IV 和/-►で[すべて 
解除]を選んで決定ボタンを巧します。 

^録音速度を設定する 

t / IV 和/一 で[速度]を選んで決定ボタンを巧します。 

• 巧すたびに録音速度を切り換えられます。録音速度は下記 
のよラに切り換わります。 

ノーマル： 巧を聴さなびら録音します。 

高速：約4倍の速度で録音します。巧は聴けません。 


ぶ 録音を開始する 


本機では才ーデイオ CD の巧を US 日デノ くイスに録音できます。 

J ) USB デバイスを本機の前面にある USB 
端子に差し込む 


t /47 和/-►で [ 開始] を選んで 決定 ボタンを巧すと、録音を 
開始します。 

ぶ） CD レコーデイング画面を終了ずる 

録音び終了したあとに t /4 V 和/- ► で [取消] を選んでミ央定ボ 
タンを巧します。 

■お材3 - 

ビツトレートの設定を変更するときは、1747和/-►で [ビツ 
トレート] を選んで決定ボタンを巧します。 

-巧すたびに設定値を切り換えられます。設定値は下記の中 
から選べます。 

[64 kbps ] づ [96 kbps ] 与> [128 kbps ] 与> [192 kbps ] 与> 
[2 已 6 kbps ] 与に 20 kbp 到 

-録音を開始すると、 US 日デバイスにフォルダーび作成され 
ます。 

-フォルダーの数は最大 ] 00個です。 


I 接続する USB デバイスは]つだけにして<ださい。 


「む I [+」 

入力切換チャンネル音量 

口白白 


才ーデイオ CD を USB デバイスに 
録音ずる 


卸|口10 !己岂巧 S I 回 

砰 S S 回回|5因 
励 ■ IB 回回の回竜 
IIS 刪 B 回囚回 S 嘗 


I 接汽 


泰二定 


C 生 


;.ム乂ーアイア 
ギヤ-つ— 


I ウェブコンテンツ I 

立再生 一 


いろいろな機能 哥 


をの苗\ 
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口 od / iPhone の音楽や映像を 
楽しむ 


お手持ちの iPod / iPhone を本機に接続するだけで、本機で高 
音質に聴<ことびでさます。また、映像を楽しむことをでさ 
ます。 

本機と接続しているときは、本機のリモコンおよび iPod / 
iPhone 本体で再生操作びでさます。 

• 本機は!; TF の iPod / iPhone に対応しています。 

- iPod touch (4 th /3「 d /2 nd /] St generation ) 

- iPod classic 

- iPod nano (巨 th / 己 th /4 th /3「 d /2 nd generation ) 

- iPhone 4 S /4/3 GS /3 G 

• iPod nano 6 G はスライドショーのみ再生できます。 

• 本製品は、パイオニアホームページに記載されている 
iPod / iPhone のソフトウエアパ'-ジョンに基づいて開発、 
テストされたちのです。 

• ノ（イオニアホームページに記載されているノ くージョンじ(外 
のソフトウエアをお客様の iPod / iPhone にインス I -- ル 
したとさは、本製品との互換びなくなることびあります。 

• 本機で対応していない iPod / iPhone を使うときは、市販 
のステレオミニプラグ付さケーブルで本機の PORTABLE 
IN 端テに接続してください (18 ぺージ）。 

• iPod / iPhone を接続するときは、必ず本機の電源をオフ 
にして < ださい。 


iPod / iPhone を接続ずる 

J ) 付属の iPod クレードルを本機に接続して 
から、 iPod / iPhone をしっかりと接続する 

• iPod クレードルは、コネクターので i マークび上向さに 
なるよラにして接続してください。 

• 本機の電源びオンのとき、 iPod クレードルに iPod / 
iPhone を接続すると、自動的に充電び始まります。 

ぶ）テレビに接続する 

iPod / iPhone の映像をテレビで楽しむ場合は、 iPod クレー 
ドルの VI DE 日日 UT 端テとテレビの映像入力を接続します。 
接続には付属のビデオケーブルび必要です。付属のケーブル 
を本機とテレビに接続している場合は、市販のビデオケーブ 
ルを使用して < ださい。 



^ミち意 


テレビを接続するとさは、必ず電源をオフ（スタンバイ） 
にして、電源コードをコンセントから抜いてください。電 
源コードは最後に接続して<ださい。 

HDMI 出力端テからは、 iPod / iPhone の映像は出力されま 
せん。 

iPod / iPhone を接続するときは、必ずお手持ちの iPod / 
iPhone に付属の Dock アダプター、またはお手持ちの 
iPod / iPhone に対応した市販の Dock アダプターを使用して 
ください。 Dock アダプターを使用せずに iPod / iPhone を 
接続すると、破損や故障の原因となります。 

本機に Dock アダプターは付属しておりません。お手持ちの 
iPod / iPhone に付属、または市販の Dock アダプターをご 
用意 < ださい。 


おならだ 


iPod / iPhone のモデルやソフトウエアのバージョンによつ 
ては一部機能び制限されます。 

iPod / iPhone は、著作権のないマテリアル、または法的に 
複製-再生を許諾されたマテ U アルを、個人び私的に複製- 
再生するために使用許諾されるちのです。著作権の侵善は 
法律上禁止されています。 

iPod / iPhone のイコライヴーなどの機能は、本機で操作で 
さません。イコライヴーなどの機能はオフにしてから本機 
に接続することをお勧めします。 

本機と iPod / iPhone を組み合わせてお使いになるときは、 
万一 iPod / iPhone のデータに不具合び生じても、データの 
補償は いたし かねます。あらかじめご了承<ださい。 
iPod / iPhone の機能および操作については、 iPod/iPhone 
の取扱説明書をご覧<ださい。 


iPod / iPhone を操作する 

ぶ iPod / iPhone を本機に接続ずる 
ぶ iPod / iPhone 入力に切り換える 

フアンクシヨンボタンを 巧して [iPod] を 選んで、 巧定ボタン 
を 巧します。 


^ミち意 


-本機に取り付けた iPod / iPhone を直接触って操作するとき 
は、 iPod / iPhone 本体を手で保持しなびら操作してください。 


本機のリモコンで、下記の操作びでさます。 


ボタン 

動作 

►再生 

再生を開始します。 

II -時停止 

再生を一時停止します。 

■停止 

再生を一時停止します。 

■◄◄前 

ファイルを頭出しします。2回押すと、1つ前 
のファイルを頭出しします。 

…次 

次のファイルを頭出しします。 

◄◄ 

早戻しします。 

►► 

早送りします。 

メニュー 

iPod/iPhone メこューを表示します。 

t /4 V ミ夫定 

iPod/iPhone メこューを操作します。 
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I ごを意 


iPod / iPhone び再生できないときは、下記の項目を確認し 
て < ださい。 

-本機で対応している iPod / iPhone か確認してください。 
- iPod / iPhone を接続し直してください。それでも動作 
しないときは、 iPod / iPhone をリセットしてくださし、。 
- iPod / iPhone のソフトウてアのバージョンに、本機び 
対応しているか確認して < ださい。 
iPod / iPhone び操作できないときは、下記の項目を確認し 
て < ださい。 

- iPod / iPhone び正しく接続しているか確認してください。 
- iPod / iPhone 本体び操作できるか確認してください。 
操作できないときは、 iPod / iPhone を U セットして接 
続し直して < ださい。 

iPod / iPhone によっては、本機の U モコンで一部の操作び 
でさないことびあります。 


. 本機の入力を iPod / iPhonel ；^ 外に切り換えると、 iPod / 
iPhone の再生び自動で一時停止になります。 


FM ラジオを聴く 


FM アンテナび接続されていることを確認して<ださい 

(18 ページ）。 

放送局を受信ずる 

J ) フアンクシヨンボタンを巧して表示窓に 
「 FM 」 を表示させて、決定ボタンを巧す 

最後に受信した放送局び検出されます。 

^ またはで聴きたい放送局 

に周波数を合わせる 

本機上面の TUNE -/+ ボタンでわ操作できます。 

ぶ リモコンの音量 （+/—) または本機前 
面のボリュームノブで音量を調整する 


放送局を記憶させる 

放送局を已〇局まで記憶（プリセツト）させることびできます。 

J ) フアンクシヨンボタンを巧して表示窓に 
「 FM 」 を表示させて、ミ夫定ボタンを巧す 

最後に聴いていた放送局を受信します。 

ぶ）またはで記憶させたい放 
送局を受信ずる 

ぶ プ□グラムボタンを巧す 

表示窓にプ U セツトま号び点滅表示されます。 

sj ) 和/-►を巧して、記憶させたいプリセツ 
卜番号を選択ずる 

ぶ）プ□グラムボタンを巧す 

放送局び記憶されます。 


ぶ）手順2〜日を繰り返して、他の放送局 
も記憶させる 


ぶ 記憶した放送局は、和/-►を巧して選択 
する 



J ) 停止ボタンを2秒於上巧し続ける 

表示窓にに RASEALU と点滅表示されます。 

^ちう一度停止ボタンを巧す 

記憶されているすべての放送局び削除されます。 


放送に雑音がをいとを 

雑音び多いとさは、リモコンの音声ボタンを巧して、ステレ 
才からモノラルに切り換えて<ださい。雑音び減って聴さや 
す < なります。 


BLUETOOTH ® アダプター を 使用 
してワイヤレスで音楽を楽しむ 


• 后心 e お0か®機能搭載機器：携帯電話 
• 后心 e お日か®機能搭載機器：デジタル音楽プレーヤー 
• S / 以 efoof /?® 機能非搭載機器：デジタル音楽プレーヤー+ 
Bluetooth ^ オーディオ送信機 （ 市販） 

別売りの日 LUET 日日 TH ® アダプタ ー AS - 日 T ] 00または 
AS - 日 T 200を本機に接続するだけで、后心 e わ0か®機能搭載 
機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーなど）の音楽をワ 
イヤレスで楽しむことびできます。 而販の日 ! uetooth ® 才一 
ディオ送信機を使って、后/以 ef 日曰 f /7® 機能非搭載機器の音楽 
を楽しむことちでさます。詳しくは、 Bluetooth® アグ y ター 
や 巨 luetoo 计 f 機能搭載機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 后心 e わ口め®アダプターの接続については、 「 BLUETOOTH ® 
アダプターを接続する」 （19 ぺージ） をご覧ください。 
后/心が口が/?®ワードマークおよび□コ'は 、 Bluetooth SIG . 
Inc . び所有する登録商標であり、パイオニア株式会社は、こ 
れら商標を使用する許可を受けています。他のトレードマー 
クおよび商号は、各所有権者び所有する財産です。 


BLUETOOTH ® 娜5機器で音楽を聴く 

本機と Bluetooth ® 対応機器とのペアリング 
(巧期登録） 

ぺアリングを開始する前に、 Bluetooth ® 巧稳機裁の 
5心 e わ日か®機能びオンになっていることを確認してください。 
詳細については、 Bluetooth @ 対応機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。ペア IJ ング操作は、]回行えば次回からは不要です。 

J ) フアンクシヨンボタンを巧して入力を 
「 BLUETOOTH 」 に切り換えて、決定ボ 
タンを巧ず 

本機の表示窓には、 「BLUETOOTH」 と表示されたあとに 
「READY」 と表示されます。 


接化 


J 柔羞 


U 生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウ H ブ f 1ソテン 
の青生 


I いろいろな機能 迂 
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ぶ房心がロロか@機器を操作して、ペアリン 
グ操作をずる 

Bluetootf ^ f 機器で本機を検索するときに、 Bluetooth ® 鞭 
器のタイプによっては、以 e 化口 f /7® 機器側の表示部に巧 
応機器の一覧び表示されることびあります。本機は接続し 
た日 LUET 日日 TH® アダプター [ AS - BT 100] または [ AS - 
BT 200] と表示されます。 

ぶ PIN コードを入力する 

PIN コード： 0000 

本機は0000似外の円 N コードは設定でさません。 

sj ) 本機と房心がロロか®機器とのペアリング 
に成功すると、本機の表示窓に 「 SINK 」 
と表示されます。 


おな5せ 


-后心が口が/?®機器のタイプによっては、ペアリング方法び異 
なることびあります。 


ぶ 房心がロロか@機器で音楽を再生します。 

再生のしかたは、后/以 efo 口 f /7® 機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


おな5せ 


-本機は AVRCP 機能に対応していません。 

• 本機は 、 Mono Headset Profile (Hands Free Profile ) 
には対応していません。 

. 本機で Bluetoottf 機器を操作することはでさません。 

-本機でワンセグの音声を Bluetooth ® 機能で聴くことはで 
さません。 SCMS - T 方式でコンテンツ保護されている音楽 
を聴くことはでさません。 

. 本機でペアリングできる以が口が/?®機器は]台のみで、 
複数台とのペア U ングはできません。 

• 任心が日日か®機器のタイプによっては、 Bluetoottf 鞭儀を 
使用でさないことびあります。 

-后/以 ef 口曰 f /?® 接続をしていないときは、本機の表示窓に 
「 READY 」 と表示されます。 

-后心 e お口か®アダプターを接続していないときは、本機の表 
示窓に [NO DEV 」 と表示されます。 

-他の電波によって接続び干渉されると、音声びとぎれるこ 
とびあります。 

-医療機器、電子レンジ、無線 LAN 装置など、同じ周波数 
を使用している装置による影響で誤動作び起きたときは、 
Blue ね ottf 接続び切断されます。 

-后心 e わ口か®機器と本機との距離び] 0 メー トル似内であっ 
てち、間に障善物びあると、后心 e わ口か®機器を接続でさま 
せん。 

-后心 e お曰か®機器と本機との間に障害物び入って通信び遮断 
されると、后心 etoo か®接続び切断されます。 

-后/以 e か of /7® 機器と本機との距離び離れると音質び低下し、 
后心 e 化0か®機器と本機との距離び動作範囲を超えると切断 
されます。 

-本機の電源を切ったときや、 Bluetooth @ 機競を ] 〇メー 
トル似上離すと、機器との接続び切断されます。 


カラオケを楽しむ 


カラオケボタンを巧す 

[本体設定]の[カラオケの設定]び表示されます。 

^カラオケスイッチをオンにする 

1747和/- ► で[カラオケの設定]一[カラオケスイッチ] 
[オン]を選んで決定ボタンを巧します。 

ぶ マイクの音量を調整する 

t/IV 和/一 で[カラオケの設定]一[マイクの設定]一 
[マイク音量]を選んで決定ボタンを巧します。 

和/一で マイクの音量を調整し、 ろ 戻るボタンを巧します。 

^マイク エコーを 調整する 

t/IV 和/- ► で[カラオケの設定]一[マイクの設定]一 
[マイクエコー]を選んで決定ボタンを巧します。 和/一 でマ 

イクの音量を調整し、ち戻るボタンを巧します。 

ぶ ボーカルキャンセルをオン/オフする 

1717和/^ で[カラオケの設定]一[ボーカルキャンセル] 
^ [ オン ] または [ オフ ] を選んで巧定ボタンを巧します。 


おな5せ 


カラオケはディスク再生時と US 日再生時にお使いいただ 
けます。 

ディスクや音楽によっては、ボーカルキャンセルの効果び 
ないことびあります。 

IVMC 端テにマイクを接続するときは、本機び移動しないよ 
ラに手でしっかりと支えてください。 

マイクの音量は、 U モコンのマイク音量ボタンでち調整で 
さます。 

ボーカルキャンセルをオンにすると、サラウンドの設定は 
オフになります。また、ボーカルキャンセルびオンのとさ 
にヴラウンドの設定をオンにすると、ボーカルキャンセル 
びオフになります。 
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ヴウンドの設定 


リモコンの サウンドボタンを 巧すと、テレビ画面にサウンド選択メニューび表示されます。 
t / IV 和/-►で選んで、 決定ボタンを 巧します。 

設定を終了するときは、サウンドボタンを巧します。 

■ホ j - 

-ディスク/ファイルの停止中はヴウンドメニューを表示でさません。ディスク/ファイルの再生中にヴウンドを切り換えてく 
ださい。 

- HDMI 入力1、 HDMI 入力2を選んでいるときは、ヴウンドメニューを表示できません。他の入力に切り換えてから、ヴウン 
ドを切り換えて < ださい。 

- HDMI 入力1、 HDMI 入力2を選んでいるときは、ノくーチャル 3 D ヴウンドボタンとヴウンドレトリバーボタンは動作しません。 


設定項目 選択項目 説明 


ヴウンドレトリバーオフ WMA または MP 3 音声を高音質で再生します。拡張テ ". wma " または 

. mp 3" び付いているファイルにだけ有効です。 

^-設定を切り換えて、良い効果び得られる設定を選んで<ださい。 


イコライヴー 音にさまざまな効果を加えます。 

お好みに応じてモードを選択します。 



オフ 



ニュース 

News に適したモードです。 


ゲーム 

テレビゲームに適したモードです。 


ムービー 

映画に適したモードです。 


音楽 

音楽に適したモードです。 

サラウンド 

オフ 



バーチャル 3 D ヴウンド最小 

効果び最ル 


パーチャル 3 D サウンド中 

効果び中間 音場空間を立体的に広げる効果びあります。 


バーチャル 3 D ヴウンド最大 

効果最大 


已 Speaker Model 

フ□ントスピーカーの音声をリアスピーカーからち出力します。 



* 已スピーカーモード]と己スピーカーモード2は、2チヤンネルと 
已チャンネルのオーディオ音声に有効です。 


已 Speaker Mode 2 

サブウーファーじ(外の已つのスピーカーから同じ音声び出力されます。 

* 已スピーカーモード]と己スピーカーモード2は、2チャンネルと 
已チャンネルのオーディオ音声に有効です。 


Dolby PL II Movie 

Dolby Pro Logic II は、ステレオ音声を已 .1 チャンネルで再生でさます。 


Dolby PL II Music 

Dolby PL II Movie、Dolby PL II Music は、 2 チャンネルの才ーディ 
才音声のみに有効です。 

オーディオ同期 

音声の遅延時間を調整して、 

映像と合わせます。 


和/吵で調整します。 


準備 


接続 


豆本設定 


再生 


I ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウ H ブコンテンツ I 
S 生 I 


いろいろな機能 詳細設定 


その他/ 
困つたとさ 
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ぐ 


ぐ 


設定画面を操作ずる 

停止中にホームメニューを表示する 

C ホームメニュー ボタンを巧します。 

^設定の種類を選んでミ夫定する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ 項目を選んで設定を変更する 

t /4 V 和/-►で選んで、決定ボタンを巧します。 

♦ンホームメニュー 画面を終了するには 

C ホームメニューボタン、またはろ戻るボタンを巧します。 


本巧設定 


I 本機の状態によって選べる項目び異なります。 
I 太をはお買い上げ時の設定です。 


デテレビの縦横比 
イ 
ス 
プ 
レ 


画質調整 


16:9ワイド 


] 目:9のワイドテレビに接続しているときに選びます。4:3の映像を全画面に表示 
します。 


16:9 ノー マル 

] 6:9のワイドテレビに接続しているとさに選びます。4:3の映像の左ちに黒い帯 
を入れて表71^します。 

4:3パンスキヤン 

4:3のテレビに接続しているとをに選びます。 
画面(し表71^します。 

16:9の映像の左ちをカットして全 

4:3レターボックス 

4:3のテレビに接続しているとさに選びます。 
て表术します。 

16:9の映像の上下に黒い帯を入れ 


お使いのテレビに合わせて、再生する映像の画質を調整できます （46 ぺージ）。 


シャープネス 


高 


シヤープネスのレベルを設定します。 


デイ テール 


標準 


映像出カモードを設定します。 


フアイン 


シネマ 


カスタム 

[カスタム]にあるに TI] は、色信号の輪郭部の見えかたを調整します。 


ノイズリダクション 


ノイズ U ダクシヨンのレベルを設定します。 


ネツ トコンテンツ 


オン 


圧縮された画像を自動的に修復したいときに設定します。 


オフ 


設定項目 選択項目 説明 


おな5だ 


設定を変更する 


8章 


S □岂1甘 □ 
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1 設定項目 

選択項目 

説明 1 

音 DRC 

オフ 

DRC 機能を使わずに音声を出力するときに選びます。 

ド 

出 

力 

オン 

大きい音を小さく、小さい音を大きくして再生します。たとえば、映画のセ U フ 
などび聞きづらいときや深夜に映画を見るとをなどに選びます。 


自動 

ディスクの音声入力に合わせて、 DRC 機能のオンとオフを自動で設定するときに 
選びます 。 Dolby TrueHD の信号にのみ有効です。 

- Dolby Di 吕 i ね1や Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus などの音声に効果びあります。 

-ディスクによっては効果びルさいことびあります。 

スピーカー設定 

をスピーカーのトリム（出カレベル）と、ディレイ（視聴位置との距離）を調整します。 

詳しくは、「スピーカー設定を調整する」をご覧ください （46 ぺージ）。 

テストトーン 

スピーカーからテスト1-ーンを出力します。 

至カラースペース 

ミ 

RGB 

映像を RGB 信号で出力するとさに選びます。色び薄く黒色び浮いて見えるとさ 
には、こちらを選んでください。 


YCbCr 

映像を色差信号 （ YCbC 「4:4:4) で出力するとさに選びます。 


YCbCr 422 

映像を色差信号 （ YCbC 「4:2:2) で出力するときに選びます。 


Full RGB 

映像を RGB 信号で出力するとさに選びます。色び濃く黒色び沈んで見えるとさ 
には、こちらを選んで<ださい。 

解像度 

自動 

画面の解像度を自動で設定するとをに選びます。 


480 i 

選んだ設定の解像度で映像を出力します。 


480 p 

U モコンの解像度切換ボタンでも解像度を切り換えられます。ただし、[自動]の 
口又化はでさません。 


720 p 



108 Oi 



108 Op 


HDMI 音声出力 

ビツトスト iJ ーム 

HDMI 音声信号をそのまま出力するときに選びます。 


PCM 

HDMI 音声信号を PCM 音声信号に換えて出力するとさに選びます。 


巧エンコード 

セカンダ U —オーディオ、インタラクティブオーディオび含まれる目□を再生す 
るときに、それらをミキシングして DTS 音声に変換して出力します。 


オフ 

HDMI 音声信号を使用しないとさに選びます。 

HDMI Deep Color 

30ビット 

30ビットカラーで出力するとさに選びます。 


36ビット 

3目ビットカラーで出力するときに選びます。 


オフ 

通常の24ビットカラーで出力するとさに選びます。 

1 080/24 P 出力 

オン 

解像度で [ 自動]または [ lOSOp ] を選択している状態で、1 080 P /24 の映像 
に対府したテレビに1 080 P /24 の映像を出力するときに選びます。 


オフ 

解像度で [ 1080 P ] を選択している状態で、1 080 p / 目0の映像に対応したテレ 
ビに1 080 P /60 の映像を出力するとさに選びます。 

HDMI 3 D 

自動 

3□映像の録画されたディスクを3□映像のまま再生します。 


オフ 

3 □映像を再生しません。 

3 D ミち意文 

はレ、 

3□映像を再生する前に、3□を意文を表示するか、しないかを選びます。 


いい元 


す IP アドレス設定 

本機および DNS ヴーノ（一の IP アドレスを選びます。 

プ□キシサーバー 

プ□キシサーバーのみを設置するとさはプ□バイダーにお問い合わせください。 

?1青幸民 
ク 

MAC アドレス、 IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェイ、 DNS サーバー(プライマ U -)、 
DNS サーバー （ セカンダ U —）の値を表示します。 

接続テスト 

ネットワーク接続をテストし、状態を表示します。 

インターネット接続 

許可 

インターネットに接続するとさに選びます。 


解除 

インターネットに接続しないとさに選びます。 

BD-LIVE 接続 

許可 

すべてのディスクの BD - LIVE 接続を許可します。 


一部許可 

安全性び確認でさたディスクのみ、 BD - LIVE 接続を許可します。 


禁止 

すべてのディスクの BD - LIVE 接続を禁止します。 

DLNA 

許可 

DLNA サーバーに接続するとさに選びます。 


解除 

DLNA ヴーノ く一に接続しないとさに選びます。 

インターフェース 

ィーサネット 

LAN 端テを使ってネットワークに接続するとさに選びます。 


ワイヤレス 

ワイヤレスでネットワークに接続するとさに選びます。 

ワイヤレス設定 

ワイヤレス設定を行います。詳しくは「ワイヤレス設定をする」 （20 ぺージ）をご覧ください。 


广 


g 




ギ-于 

サ, 

ラム 

J 夕 , 

イ 

ア 


のウ 


’ツ 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

m 


困そ 
つの 
た他 
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設定項目 

選択項目 

説明 1 

言 

語 

画面表頁目白 

曰本語 

テレビ画面に表示される操作画面の言語を曰本語で表示するとさに選びます。 


English 

テレビ画面に表示される操作画面の言語を英語で表示するとさに選びます。 


音声言語 

曰本語 

BD-ROM または DVD ビデオの音声を日本語で聴くとさに選びます。 


※ザ'イスク(しよつては選 
んだ言語に変更されない 
ことびあ0ます。 

次画面へ 

任意の言語を選びます。「言語コード表」 （50 ぺージ）を見なびら操作します。 


巨 D-ROM または DVD ビデオに収録されていない言語を設定したときは、収録されている言語の中から自動で選んで再生します。 


字幕言語 

曰本語 

巨 D-ROM または DVD ビデオの字幕を日本語で表示するときに選びます。 


※プ'イスク(しよつては選 
んだ言語に変更されない 
ことびあ0ます。 

次画面へ 

任意の言語を選びます。「言語コード表」 （50 ぺージ）を見なびら操作します。 


オフ 

字幕を表示しないとさに選びます。 


BD-ROM または DVD ビデオに収録されていない言語を設定したときは、収録されている言語の中から自動で選んで再生します。 


メニュー言語 

曰本語 

BD-ROM または DVD ビデオのメニュー画面を日本語で表示するときに選びます。 


※ブ'イスク(しよつては選 
んだ言語に変更されない 
ことびあ0ます。 

次画面へ 

任意の言語を選びます。「言語コード表」（己〇ぺージ）を見なびら操作します。 


BD-ROM または DVD ビデオに収録されていない言語を設定したときは、収録されている言語の中から自動で選んで再生します。 

再 

アングルマーク 

オン 

テレビ画面にアングルマークを表示するときに選びます（28、31ぺージ）。 

生 


オフ 

テレビ画面にアングルマークを表示しないとさに選びます。 


第2映像マーク 

オン 

テレビ画面に第2映像マークを表示するとをに選びます （31 ぺージ）。 



オフ 

テレビ画面に第2映像マークを表示しないとさに選びます。 


第2音声マーク 

オン 

テレビ画面に第2音声マークを表示するときに選びます （31 ぺージ）。 



オフ 

テレビ画面に第2音声マークを表示しないとさに選びます。 


DivX ( R ) VOD DRM 

DivX ファイルを再生するとさに必要な登録コードを表示します。 


インターネット設定 

許可 

パスワードの入力無しで、ウェブコンテンツを視聴でさます。 



一部許可 

パスワードを入力すると、ウェブコンテンツび視聴できます。 



禁止 

ウェブコンテンツを視聴できません。 


ディスク自動再生 

オン 

本機の電源び入ったとを、自動的にディスクトレイにあるディスクを再生したい 
とさに選びます。 



オフ 

►(再生）ボタンを押してから再生するとさに選びます。 


ラストメモ IJ 一 

オン 

ディスクトレイを開けたあとや本機をスタンバイ状態にしたあとでを、停止した 
場所を記憶して、続さから再生したいとをに選びます。 



オフ 

つづき見再生 (32 ぺージ）のみを使用したいときに選びます。 


PBC (プレイバックコン 
卜□-ル）メニュー 

オン 

PBC 対応のビデオ CD (バージョン 2.0) のメニュー画面からディスクを再生す 
るときに選びます。 



オフ 

P 巨 C 対麻のビデオ CD (バージョン 2.0) のメニュー画面を表示しないとをに選 
びます。 


セットアップナビ 

セットアップナビを使って設定を開始します。詳しくは、「セットアップナビを使って設定する」 （24 ぺージ） 

をご覧ください。 

キ 

ZL 

パスワード変更 

視聴制限を設定する、 

録）します (48 ぺ一 

または視聴び制限されている日 D/DVD を再生するために必要なパスワードを変更（登 

ジ）。 

y 

視聴制限 

本機の視聴制限レベルを変更します (48 ぺージ）。 

ィ 

国/地域 

国/地域コードを変更します (48 ぺージ）。 
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設定項目 

選択項目 

説明 1 

才 

プ 

シ 

スク U —ンセーバー 

オフ 

スク U —ンセーノ く一を起動しません。 


1分 

再生を停止してから 1 分、 2 分、 3 分似上ボタンを操作しないと、自動でスクリー 

B 

ン 


2 分 

ンセーバーが始まります。 

1 iq =— 1、ノを揺化ずス>つ々1 1 、ノわ パ、（十快れりまず 


3 分 

リて—1ン皆か] py のこ•乂 ノリ ンピ ノ\ 1ホ巧ミイ J リ东 y 〇 


オートパワーオフ 

オフ 

自動で電源をオフにしないときに選びます。 



10 分 

再生を停止してから 10 分、 20 分、 30 分じ(上ボタンを操作しないと、自動で電 



20 分 

源びオフ1しなります。 



30 分 



クイック起動設定 

オン 

起動の時間を短縮したいときに選びます。 



オフ 

通常の起動をしたいときに選びます。 


ソフトウェア更新 

ディスク 

本機のソフトウてア更新のち法を選びます。 



USB 




ネットワーク 



初期設定に戻す 

すべての設定を工場出荷時の設定に戻します。 


システム情報 

本機のシステムバージ5 

ヨン番号を表示します。 


自動ディスクアップデート 

オン 

本機の更新用ファイルび記録されているディスクをセツトすると、自動で確認画 
面び表示されます。 



オフ 

本機の更新用ファイルび記録されているディスクをセツトしても、確認画面を表 
示しません。このときにディスクを使って本機のソフトウエアを更新したいとき 
は、 [ 本体設定]一 [ オプシ ヨン] 一[ソフトウエア更新 ] 一[ディスク]を選んで 
実行してください。 


巨 UDA 

BUDA 情報 

US 日デノ（イス内の BUDA 保存容量を表示/管理します （47 ぺージ）。 



巨 U DA 設定 


を 

ミ 

カラオケスイッチ 

オフ 

カラオケ機能を使用しないとをに選びます。 


オン 

カラオケ機能を使用するとさに選びます。 

ケ 

の 

設 

マイクの設定 

マイク音量 

マイクのボ U ュームを調整するとをに選びます。 

マイクボ U ュームの調整画面で和/一 で調整します。 

定 


マイクエコー 

マイクエコーのレベルを調整するときに選びます。 

マイクエコーの調整画面で和/叶で調整します。 


ボーカルキャンセル 

オフ 

ボーカルキャンセル機能をオフするときに選びます。 



オン 

ボーカルキャンセル機能をオンするときに選びます。 


ギホ 
ヤ I 
っム 
U と 


ア 



い 

ろ 

い 

ろ 

な 

機 

能 


困そ 
つの 
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♦ン画質を調整する 

J ) [ディスプレイ設定]^[画質調整]^ 
[次画面へ]を選んでミ夫定する 

t / ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 


ぶ）調整ずる項目を選んで設定する 

174で項目を選んで、和/-►で設定を変更します。設定び終 
了したら、ろ戻るボタンを巧して設定画面を閉じます。 


1項目 

効果 1 

明るさ 

明るさをを調整します。 

コントラスト 

最ち明るい部分と最を暗い部分との明るさの比 
率を調整します。 

色合い 

緑色と赤色のバランスを調整します。 

彩度 

色の濃さを調整します。 


♦ンスピーカー設定を調整する 

J ) [音声出力]^[スピーカー設定]^ 

[次画面へ]を選んでミ央定する 

ぶ）画面にスピーカーの絵び表示されるの 
で、 t /*/ 和/一でスピーカーを選んで決 
定ボタンを巧す 

ぶ t /* で[トリム]または[デイレイ] 

を選んで決定ボタンを巧す 

ぶ和/-►で醜を調整して決定ボタンを巧す 

♦ン音を聴きなが5スピーカー設定を調整する 

J ) [音声出力]一[テストトーン]一 
[次画面へ]を選んで決定する 

ぶ）テスト!ンを出力する 

スピーカーは 自動で切り換わります。 

ぶ 画面にスピーカーの絵び表示されるので、 
調整したいスピーカーびフ オー カスされ 
たとをに決定ボタンを巧す 

J ) tAI で[トリム]または[デイレイ] 

を選択してミ夫定ボタンを巧ず 

ぶ 和/-►で設定を調整してミ夫定ボタンを巧す 

1 ms = 30 cm です。 


♦ン IP アドレスを設定する 

ぶ[ネットワーク] 一 [ IP アドレス設定]一 
[次画面へ]を選んでミ夫定する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ IP アドレスを設定する 

t /4 V 和/- ► で本機や DNS ヴーノ く一の IP アドレスを設定して、 
決定ボタンを巧します。 

• IP アドレスを自動取得でをるとを 

IP アドレス自動取得を[オン]にした状態で決定ボタンを 
巧します。 

一 IP アドレスび自動的に取得されます。 

• IP アドレスを自動取得できないとを 

和/- ►で IP ア ドレス自動取得を [ オフ]に切り換えます。 
[IP アドレス]、[ヴブネットマスク]、[デフオルトゲートウェ 
イ]、 [ DNS ] をそれぞれ、数字ボタン （0 〜 9) でま号を入 
力して、一を巧します。 

入力びすべて終わったら、巧定ボタンを巧します。 


おな5だ 


DHCP ヴーノく一機能について詳しくは、接続する機器の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 

手動で IP アドレスを設定するときは、プ□バイダーまたは 
ネットワーク管理者に確認してから設定して<ださい。 


♦ンプ□キシ サーバーを 設定ずる 

プ□バイダーから指定されているときだけ、プ□キシヴーバー 
を設定します。 

[ネットワーク]一[プ□キシサーバ ー] 
一 [ 次画面へ]を選んで決定ずる 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）[プ□キシサーバー]で[使用する]また 
は[使用しない]を選んで決定する 

和/一で選んで、♦を巧します。 

• 使用する…プ□キシサーバーを使用するときに選びます。 
• 使用しない…プ□キシヴーバーを使用しないときに選び 
ます。 

[ 使用する]を選んだとさは、手順^に進みます。 

ぶ サーバー指定方式を選ぶ 

和/一で選んで、♦を巧します。 

• IP アドレス… IP アドレスを入力します。 

• サーバー 名…サーバー名を入力します。 

sS [ IP アドレス]または[サーバー名]を 
入力する 

手順^で [IP アドレス]を選んだときは、数字ボタン （0 〜 9) 
で番号を入力します。和/岭でカーソルを移動します。 
手順ぶで [ ヴーノ く一名]を選んだときは、数字ボタン （0 〜 
9) でソフトウエアキーボードを起動します。 t /4 V 和/一 で文 
字や項目を選んで、決定ボタンで入力します。 
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ぶ ポート番号を入力する 

♦で [ ポートま号]を選んで、数字ボタン （0 〜 9) でま号を 
入力します。 

ぶ 決定ボタンを巧して確定する 

♦ンネットワークの設定を表示する 

J ) [ネットワーク]一[情報]一[次画面へ] 
を選んで決定する 

17 ♦で選んで、巧定ボタンを巧します。 

MAC アドレス、 IP アドレス、サブネットマスク、デフオル 
ト ゲー トウてイ、 DNS サーバー （プライマ U —）、 DNS ヴー 
バー （ セカンダ U —）の値を表示します。 

[IP アドレス自動取得]を[オン]に設定しているとさは自動 
で取得した値を表示します。 

f ホ]|材3 - 

- DNS サーバーの IP アドレスび設定されていないときは 
0.0 .0.0 と表示されます。 

♦ンネットワークの接続をテストずる 

J ) [ネットワーク]一[接続テスト]一 
[開始]を選んで決定する 

17 ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

テストび終了すると「ネットワークは正常です。」と表示され 
ます。それじ(がのメッセージび表示されたとさは、接続または 
設定をご確認ください（20、43 ぺージ）。 

♦ン言語設定を変更する 
J ) [言語]を選んで決定する 

t/ ♦で選んで、巧定ボタンを巧します。 


ぶ 


[ 画面表の言語]、 [ 音声言語]、 [ き幕言語] 
または[メニュー言語]を選んで決定ずる 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 


ぶ お好みの言語を選んでミ夫定ずる 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 


I BD/DVD に収録されていない言語を設定したときは、収録 
されている言語の中から自動で選んで再生します。 


♦ン BD の追加データやアプリケーシヨンデー 
夕を消去ずる 

日 D の追加データ (BD-LIVE 機能でダウン□ー ドしたデータ 
や日日 NUSVIEW 機能で使用するデータ）、アプリケーシヨ 
ンデータを消去します。 


-データ消去には時間びかかります。 

-消去中は電源コードを抜かないで<ださい。 

J) 旧 UDA] 一 [BUDA 設定]を選んでミ夫定 
する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

^旧 UDA 消去]で決定する 

決定ボタンを巧します。 

♦ンパスワードを変更する 

視聴制限を設定するとさに必要なパスワードを変更します。 

J ) [セキユリティ]一[パスワード変更]一 
[次画面へ]を選んで決定する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

^パスワードを入力する 

数字ボタン （0 〜 9) でま号を入力して、巧定ボタンを巧します。 

和/吵で カーソルを 移動します。 

• お買い上げ時の初期パスワードは"0000"に設定されて 
います。 

ぶ パスワードを再入力する 

数字ボタン （0 〜 9) で番号を入力して、決定ボタンを巧します。 
和/吵で カーソルを 移動します。 

• パスワードを変更するとさは、すでに登録しているパス 
ワードを入力してから新しいノ（スワードを入力します。 


I パスワードはメモしておくことをお勧めします。 

I パスワードを忘れてしまったとさは、本機の設定をお買い 
上げ時の設定に戻してから再度ノ（スワードを登録してくだ 

さい (49 ぺージ）。 

I 本機の設定をお買い上げ時の設定に戻すと、パスワードち 
同時に初期化されます。 

I 初めてパスワードを変更する際などに入力をボめられるこ 
とびあります。 


I 接ち 


轰 f 裏 


C 生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウ_ブ_ソテゾ 

空：生 


いろいろな- 


詳細設定 


る- 

つ¬ 


こき 
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♦ンディスクを視聴するときの視聴制限レベル 
を変更する 

暴カシーンなどを含む日 D - R 日 M や DVD ビデオには、視聴制限 
のレベルを設けたディスクびあります（ディスクのジャケットな 
どの表示で確認でさます）。本機のレベルをディスクよりをルさ 
<設定してお<と、これらのディスクの視聴を制限でさます。 

J ) [セキュリティ]一[視聴制限]一 
[次画面へ]を選んでミ夫定する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）パスワードを入力する 

数字ボタン （0 〜 9) でま号を入力して、決定ボタンを巧します。 

和/一 でカーソルを移動します。 

ぶ レベルを変更する 

和/-►で変更して、決定ボタンを巧します。 


おな5せ 


-レベルは、[オフ]または [ レベル1 ] 〜 [ レベル 8] に設定 
でさます。[オフ]に設定すると、視聴は制限されません。 


く♦国/地域コードを変更する 
J ) [セキユリ テイ]一[国 コード] 一 
[次画面へ]を選んで決定する 

t /4^ で選んで、巧定ボタンを巧します。 

ぶ）パスワードを入力ずる 

数字ボタン （0 〜 9) でま号を入力して、決定ボタンを巧します。 

和/一 でカーソルを移動します。 

ぶ 国/地域コードを変更する 

和/- ►で選んで、決定ボタンを巧します。国/地域コードについ 
ては「国/地域コード表」をご覧ください （已〇ぺー ジ）。 


本機のソフトウエアを更新する 

本機は下記の方法でソフトウエアを更新でさます。 

• インターネットから更新 
• ディスクを使用した更新 
• US 日メモリーを使用した更新 

本製品に関する製品情報を弊社ホームページで公開しており 
ます。ホームシアターシステムに関するアップデート、また 
はヴービス情報をご確認 < ださい。 

http :// pioneer . jp / support / product / theater.html 


薦 


ソフトウエアの更新中に USB メモリーを抜いたり電源コー 
ドを抜かないでください。また、本体の ( DSTANDBY/ON 
ボタンを己秒じ(上巧し続けて再起動しないでください。要 
新び中止され、誤動作することびあります。 

ダウン□ー ドと更新の処理びあり、それぞれ時間びかかる 
ことびあります。 

ソフトウェアの更新中に他の操作はでさません。また、要 
新中は中止でさません。 


♦ンインターネットに接続してソフトウェアを 
更新する 

■ 巧 .I け a - 

-手順^から手順ぶ）はお客様の操作です（ソフトウェア 
をインターネットからダウン□ードする操作です）。 

-手順ぶ）から手順ぶ）は本機の動作（自動）説明です（ソ 
フトウエアを更新する動作です）。 


インターネットに接続する 

ぶ）停止中にホームメニューを表示する 

C ホームメニュー ボタンを巧します。 

ぶ [本体設定]を選んで決定する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

^ [オプション]一[ソフトウェア更新]一 
[ ネットワーク]を選んでミ夫定する 

t/ ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）[はい]を選んで決定する 

t/4V 和/-►で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ ソフトウェアをダウン□ードずる 

画面には、ソフトウェアのダウン□ー ド状況び表示されます。 
• インターネットの接続状況によっては、ソフトウェアのダ 
ウン□ー ドには時間びかかることびあります。 

ぶ ソフトウェアを更新する 

• ソフトウェアの更新には時間びかかることびあります。 

ぶ）更新を終了する 

本機び自動で再起動します。 
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♦ン USB メモリーまたはディスクを使用して 
ソフトウェアを更新する 


おからせ 


-更新用ファイルび弊社ホームページで公開されているとさ 
は、お手持ちのノ（ソコンでディスクまたは USB メモ U — 
にダウン□ー ドしてください。更新用ファイルのダウン□一 
ドについては、弊社ホームページに記載された説明をご確 
認< ださい。 

-更新用ファイルはディスクまたは USB メモリーのルート 
ディレクトリに保存してください。フォルダーの中には保 
存しないで < ださい。 

-ディスクまたは US 日メモリーには、更新用ファイルじ(外 
のファイルは入れないで<ださい。 

-ディスクを使用した更新には、 CD-R または CD-RW を使 
用して < ださい。 

-本機は FAT32/16 でフォーマットした US 日メモリーに 
対応しています。お手持ちのパソコンで US 日メモリーを 
フォーマットするとさは、下記の設定でフォーマットして 
<ださい。 

-ファイルシステム： FAT32 

-ア□ケーシヨンユニットサイズ：標準のア□ケーシヨン 
サイズ 

-ディスクまたは US 日メモリーに保存する更新用ファイル 
は、最新のちの]つだけにして<ださい。 

- US 日メモ U —を本機に接続するときは、 US 日延長ケーブ 
ルを使用しないで<ださい。 US 日延長ケーブルを使用する 
と本機び正しく動作しないことびあります。 

-手順から手順ぶ）はお客様の操作です。 

-手順ぶ）から手順^は本機の動作 （ 自動）説明です（ソ 
フトウエアを更新する動作です）。 


J ) 更新用ファイルの記録されたディスクを 
セットずる、または USB メモリーを接 
続ずる 

^停止中にホームメニューを表示する 

^ ホームメニュー ボタンを巧します。 

ぶ [本体設定]を選んでミ夫定する 

t / ♦で選んで、巧定ボタンを巧します。 

ぶ[オプション]一[ソフトウェア更新]一 
[ ディスク]または [ USB ] を選んで決定 
する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）[はい]を選んで決定する 

t / iv 和/-►で選んで、巧定ボタンを巧します。 

ぶ ソフトウェアを更新する 

• ソフトウェアの更新には時間びかかることびあります。 

ぶ 更新を終了ずる 

• 更新び終了すると、本機び自動で再起動します。 


すべての設定をお買い上げ時のが態に 
戻す 

J ) 本機の電源びオンになっていることを確 
認する 

停止中にホームメニューを表示する 

n ホームメニュー ボタンを巧します。 

^ [本体設定]を選んでミ夫定する 

t / ♦で選んで、決定ボタンを巧します。 

J ) [オプション]一[巧)期設定に戻す]一 
[ 次画面へ]を選んでミ夫定する 

t /4 で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）[ミ夫定]を選んでミ夫定する 

和/-►で選んで、決定ボタンを巧します。 

ぶ）む STANDS 丫 /ON ボタンを巧して、電 
源をオフにする 

ぶ む STANDB 丫 /ON ボタンを巧して、電 
源をオンにする 


お巧己せ 


本機のすべての設定をお買い上げ時の状態に戻したあとは、 
セットアップナビを使って本機を再度設定してください 

(24 ぺージ）。 


接 S 
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言語コード表、国/地域コード表 


言語コード表 

言語名，言語 コード-入カコード 


Abkhazian, ab/abk, 0102 
Afar, aa/aar, 0101 
Afrikaans, af/afr, 0106 
Albanian, sq/sqi, 1917 
Amharic, am/amh, 0113 
Arabic, ar/ara, 0118 
Armenian, hy/hye, 0S2 已 
Assamese, as/asm, 0119 
Aymara, ay/aym, 012 已 
Azerbaijani, az/aze, 0126 
Bashkir, ba/bak, 0201 
Basque, eu/eus, 0521 
Belarusian, be/bel, 020 已 
Bengali, bn/ben, 0214 
Bihari, bh/bih, 0208 
Bislama, b ン bis, 0209 
Breton, br/bre, 0218 
Bulgarian, bg/bul, 0207 
Burmese, my/mya,1325 
Catalan, ca/cat, 0301 
Central Khmer, km/khm, 1113 
Chinese, zh/zho, 2608 
Corsican, co/cos, 0315 
Croatian, hr/hrv, 0818 
Czech, cs/ces, 0319 
Danish, da/dan, 0401 
Dutch, nl/nid, 1412 
Dzongkha, dz/dzo, 042 己 
English, en/eng, 0514 
Esperanto, eo/epo, 0515 
Estonian, et/est, 0 已吕〇 
Finnish, fi/fin, 0609 
Fijian, fj/fij, 0610 
Faroese, fo/fao, 061 已 


French, fr/fra, 0618 
Galician, gl/gig, 0712 
Georgian, ka/kat, 1101 
German, de/deu, 040 已 
Greek, el/ell, 〇已 12 
Guarani, gn/grn, 0714 
Gujarati, gu/guj, 0721 
Hausa, ha/hau, 0801 
Hebrew, iw/heb, 0923 
Hindi, h ン hin, 0809 
Hungarian, hu/hun, 0821 
Icelandic, is/isi, 0919 
Indonesian, in/ind, 0914 
Interlingua, ia/ina, 0901 
Interlingue, ie/ile, 090 已 
Inupiaq, ik/ipk, 0911 
Irish, ga/gle, 0701 
Italian, it/ita, 0920 
Japanese, ja/jpn, 1001 
Javanese, jw/jav, 1023 
Kalaallisut, kl/kal, 1112 
Kannada, kn/kan, 1114 
Kashmiri, ks/kas, 1119 
Kazakh, kk/kaz, 1111 
Kinyarwanda, rw/kin, 1823 
Kirghiz, ky/kir, 1125 
Korean, ko/kor, 1115 
Kurdish, ku/kur, 1121 
Lao, lo/lao,121 已 
Latin, la/lat, 1201 
Latvian, Iv/lav, 1222 
Lin 呂 ala, In/lin, 1214 
Lithuanian, It/lit, 1220 
Macedonian, mk/mkd, 1311 


Malagasy, mg/mlg, 1307 
Malay, ms/msa, 1319 
Malayalam, ml/mal, 1312 
Maltese, mt/mit,1 320 
Maori, nrH/mri,1 309 
Marathi, mr/mar, 1318 
Mongolian, mn/mon, 1314 
Moldavian, mo/mol,1315 
Nauru, na/nau, 1401 
Nepali, ne/nep, 140 已 
Norwegian, no/nor,1415 
Occitan, oc/oci,1 已 03 
Oriya, or/ori, ISIS 
Oromo, om/orm, 1513 
Panjabi, pa/pan, 1601 
Persian, fa/fas, 0601 
Polish, pl/pol, 1612 
Portuguese, pt/por,1 620 
Pushto, ps/pus, 1619 
Quechua, qu/que, 1721 
Run 出， rn/run, 1814 
Russian, ru/rus, 1821 
Romanian, ro/ron, 1815 
Romansch, rm/roh, 1813 
Samoan, sm/smo, 1913 
Sango, sg/sag,1 907 
Sanskrit, sa/san, 1901 
Scottish-Gaelic, gd/gla, 0704 
Serbian, sr/srp, 1918 
Serbo-Croatian, sh/—,1908 
Shona, sn/sna, 1914 
Sindhi, sd/snd, 1904 
Sinhalese, si/sin, 1909 
Slovak, sk/sik,1911 


Slovenian, sl/slv, 1912 

Somali, so/som,191 已 

Sotho, Southern, st/sot,1 920 

Spanish, es/spa, 0519 

Sundanese, su/sun, 1921 

Swahili, sw/swa, 1923 

Swati, ss/ssw, 1919 

Swedish, sv/swe,1922 

Tagalog, tl/tgl, 2012 

Tajik, tg/tgk, 2007 

Tamil, ta/tam, 2001 

Tatar, け / tat, 2020 

Telu 旨 u, te/tel, 200 已 

Thai, th/tha, 2008 

Tibetan, bo/bod, 021 已 

Tigrinya, ti/tir, 2009 

Tonga (Tonga Islands), to/ton, 201 已 

Tsonga, ts/tso, 2019 

Tswana, tn/tsn, 2014 

Turkmen, tk/tuk, 2011 

Turkish, tr/tur, 2018 

Twi, tw/twi, 2023 

Ukrainian, uk/ukr, 2111 

Urdu, ur/urd, 2118 

Uzbek, uz/uzb, 2126 

Vietnamese, vi/vie, 2209 

Volapuk, vo/vol, 221 已 

Welsh, cy/cym, 032 已 

Western Frisian, fy/fry, 062 已 

Wo I of, wo/wol, 231 已 

Xhosa, xh/xho, 2408 

Yiddish, ji/yid, 1009 

Yoruba, yo/yor, 2515 

Zulu, zu/zul, 2621 


国/地域コード表 

国 / 地域名， 国/地域コード，入カコード 


アイスランド， is, 091 白 
アイルランド .ie, 090 已 
アゼルバイジャン， az, 0126 
アメ U 力 . us, 2119 
アルゼンチン， ar, Oils 
アルメニア， am, 0113 
アンギラ， ai, 0109 
アンティグア - パ '- プーダ， ag, 0107 
イギ U ス， gb, 0702 
イギ U ス領バージン諸島， vg, 2207 
イスラエル，り ，0912 
イタ U ア ， け, 0920 
インド， in, 0914 
インドネシア， id, 0904 
ウクライナ， ua, 2101 
ウズベキスタン， UZ, 2126 
ウルグアイ， uy, 212 已 
エストニア， ee, 0 已〇已 
才ーストラ U ア， au, 0121 
オースト U ア， at, 0120 
オランダ， nl, 1412 
ガイアナ， gy, 072 已 
カヴフスタン， kz, 1126 
カナダ， ca, 0301 
韓国， kr, 1118 


キプ □ ス， cy, 032 已 
ギ U シャ ， gr， 0718 
キルギス， kg, 1107 
グ U- ンランド， gl, 0712 
グルジア， ge, 070 已 
グレナダ， gd, 0704 
ク □ アチア， hr, 0818 
ケイマン諸島， ky, 112 已 
コ □ ンビア， C0, 031 已 
サンマ U ノ， sm, 1913 
ジャマイカ， jm, 1013 
シンガポール， sg, 1907 
スイス， ch, 0308 
スウエーデン， se, 190 已 
スペイン， es, 0519 
ス U ナム， sr, 1918 
ス □ バキア， sk, 1911 
ス □ ベニア， si, 1909 
セントク U ストファー • ネビス， kn, 1114 
セントビンセント-グレナディーン ， VC， 2203 
セントルシア . Ic, 1203 
夕ークス - カイコス諸島，化 ，2003 
タイ，计 1, 2008 
台湾， tw, 2023 
タジキスタン，む 2010 


チェコ， CZ, 0326 
中国， cn, 0314 
チュニジア， tn, 2014 
チ I 」， cl, 0312 
デンマーク， dk, 0411 
ドイツ， de, 040 已 
ドミニカ， dm, 0413 
ドミニカ共和国， do, 041 已 
トリニダード • トバコ，け , 2020 
トルクメニスタン， tm, 2013 
トルコ， tr, 2018 
日本， jp, 1016 
ニュージーランド， nz, 142 己 
ノルウェ ー， no, 141 已 
ノ、イチ， ht, 0820 
パキスタン， pk, 1611 
バ八マ， bs, 0219 
バミューダ諸島， bm, 0213 
バルバドス， bb, 0202 
八ンガ U-, hu, 0821 
フィ U ピン， ph, 1608 
フィンランド， fi, 0 己 0 白 
プエルト I 」コ， pr, 1618 
ブラジル， br, 0218 
フランス，か ，0618 


ブルガ U ア， bg, 0207 
ベネズエラ， ve, 220 已 
ベラルーシ， by, 022 已 
ベ U- ズ .bz, 0226 
ペルー . pe, 160 已 
ベルギー .be, 020 已 
ポーランド， pi, 1612 
ポルトガル， Pt 1620 
香港， hk, 0811 
マケドニア， mk, 1311 
マルタ， mt, 1320 
マレーシア， my, 132 已 
メキシコ， mx, 1324 
モナコ， me, 1303 
モルドバ . md, 1304 
モントセラト， ms, 1319 
ラトビア .IV,1222 
U トアニア， け， 1220 

U ヒテンシュタイン， 1 し 1209 
ルーマニア， ro, 1 S 1 已 
ルクセンブルク . lu, 1221 
□ シア， ru, 1821 
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9 章 


その他/困ったとき 


使用上のご注意 


本機を移動ずるとをのご注意 

本機を移動するとさは、必ずディスクを取り出し、ディスク 
トレイを閉じてください。さらに本体の む STANDBY/ON 
ボタン （または1」モコンの む電源ボタン） を巧して、表示窓 
の [ OF 鬥表示び消えて]0秒!;^上待ってから、電源コードを 
抜いて<ださい。ディスクを内部に入れたまま移動すると、 
故障の原因となります。 


設置する場所 

組み合わせて使用するテレビや AV システムの近くの安定し 
た場所を選んで<ださい。 

テレビやカラーモニターの上に本機を設置しないでください。 
カセットデッキなど、磁気の影響を受けやすい機器とは離し 
て設置して < ださい。 

次のよラな場所は避けて < ださい 
• 直射曰光のあたる所 
• 湿気の多い所や風通しの悪い所 
• 極端に暑い所や寒い所 
• 振動のある所 
• ホコ U やタバコの煙のをい所 
• 油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など） 

♦ン上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

♦ン通気孔をふさがない 

毛足の長い敷物やベッド、ソファーの上などで使用したり、 
本機を巧などでくるんで使用しないでください。放熱を巧げ、 
故障の原因となります。 

く ♦熱を受けないようにする 

本機をアンプなど、熱を発生する機器の上にのせないでくだ 
さい。ラックに入れるときはアンプや他のオーディオ機器か 
ら出る熱を避けるため、アンプよりでさるだけ下の棚に入れ 
て < ださい。 


A 注意 

本機を設置するときには、壁から ] Ocm じ(上の間隔を 
あけてください。また、放熱をよくするために、他の機 
器との間は少し離して設置して < ださい。 

ラックなどに入れるときは、本機の天面から ] Ocm じ(上、 
背面から] 0 cm 似上、側面から] 0 cm 似上のすさまを 
あけて<ださい。内部に熱びこちり、乂災の原因となる 
ことびあります。 


• 本機の使用環境温度範囲は+日に〜+3日に、使用環境湿 
度は8已％じ(下（通風孔び巧げられていないこと）です。 
風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射日光（または 
人工の強い光）の当たる場所に設置しないでください。 


本機を使わないとまは電源を切る 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源をオンにしたまま 
テレビをつけると画面にしま模様び出るときびありますび、 
本機やテレビの故障ではありません。このようなときは本機 
の電源を切つて<ださい。ラジオの音声のとさち同様にノイ 
ズび入ることびあります。 


結露について 

冬期などに本機を寒いところから暖かい室内に持ち込んだり、 
本機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりすると、 
内部（動作部やレンズ）に水滴び付さます（結露）。結露した 
ままでは本機は正常に動作せず、再生びでさません。結露の 
状態にもよりますび、本機の電源を入れて]〜2時間放置し、 
本機の温度を室温に保てば水滴び消え、再生できるようにな 
ります。 

夏でわ エアコン などの風び、本機に直接あたると結露び起こ 
ることびあります。そのとさは本機の設置場所を変えてくだ 
さい。 


製品のお手入れについて 

本体は通常、柔らかい巧でから拭さしてください。巧れびひ 
どいとさはかで己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸 
してよ<絞り、巧れを拭さ取ったあと乾いた巧で拭いて<だ 
さい。 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると 
印刷、塗装などびはげることびありますのでごま意<ださい。 
また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせることち、キャ 
ビネットを傷めますので避けて<ださい。 

化学ぞラさんなどをお使いのとさは、化学ぞラさんなどに添 
付のミ主意事項をよ < お読み < ださい。 

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いて < ださい。 


ガラスドア付きラックに入れたときの 
ご注意 

ガラス ドアを 閉めたまま、リモコンのと 開/閉ボタンを 巧し 
てディスクトレイを開けないで<ださい。ディスクトレイの 
動さび巧げられると、故障の原因になります。 


レンズのク U —ニングについて 

レンズにゴ S やホコリびたまると、音飛びしたり画像び乱れ 
たりすることびあります。このよラなとさは、 r 保証とアフター 
サービス」 （已8ぺージ） をお読みのうえ、清掃をご依頼く 
ださい。市販されているクリーニングディスクを使ラとレン 
ズを破損する恐れびありますので、使用しないで<ださい。 


準備 


基本一疋 


-生 


ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウ_ブコソテソソ 
のご生 


いろいろな- 
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ディスクの取 D 巧いについて 

損傷のあるディスク （ ひびやそりのあるディスク）は使用しな 
いで < ださい。 

ディスクの信号面に傷や巧れをつけないで<ださい。 
ディスクを一度に2枚似上入れないでください。 

ディスクに紙やシールなどを貼り付けないでください。ディ 
スクにそりび発生し、再生できなくなる恐れびあります。また、 
レンタルディスクはラベルび貼ってあることびをく、のりな 
どびはみ出している恐れびありますので、のりなどのはみ出 
しびないことを確認してからお使い<ださい。 

ディスクのレーベル面の記入には、鉛筆やボールペンなどの 
筆先の硬いちのを使用しないで<ださい。 



♦ 保管 

必ずケースに入れ、高温を湿の場所や直射曰光の当たる場所、 
極端に温度のほい場所を避けて垂直に保管してください。 
ディスクに付いているを意書は必ずお読み<ださい。 

♦ンディスクのお手入れ 

ディスクに指紋やホコ1」び付<と、再生でさな<なることび 
あります。このよラなとさは、クリーニングク□スなどで内 
周から外周方向へ軽く拭いてください。そのとさ、巧れたク 
リーニングク□スは使用しないで<ださい。 



ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬品は使用しないでくだ 
さい。また、レコードスプレー、帯電防止剤などは使用でさ 
ません。 

巧れびひどいとさは、柔らかい巧を水に浸してよ<絞ってか 
ら巧れを拭さ取り、そのあと乾いた巧で水気を拭さ取って< 
ださい。 

♦ン特殊なおのディスクについて 

本機では、特殊な形のディスク（八ート型や六角形など）は再 
生でさません。故障の原因になりますので、そのよラなデイ 
スクは使用しないで<ださい。 



♦ンディスクの結露について 

を期などにディスクを寒いところから暖かい室内に持ち込ん 
だとさ、ディスクの表面に水滴び付くことびあります（結露）。 
ディスクび結露していると正常に再生でさないことびありま 
すので、ディスクの表面の水滴をよ<拭さ取ってから使用し 
てください。 


52 




巧障かな？とおった s 


r 


故障かな？と思ったら、下記の項目を確認してください。また、本機と接続している機器（テレビなど）もあわせて確認してく 
ださい。それでを正常に動作しないときは「保証とアフターサービス」（已日ぺージ）をお読みのうえ、販売店にお問い合わ 
せ < ださい。 

映像 

こんなとさは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

映像び映らない。または映像びされい 
に映らない。 

映像ケーブルび正しく接続されていま 
すか。 

-接続している機器に合わせて、ケーブルを正しく接続して 
ください （17 〜23ぺージ）。 

-映像ケーブル （ ビデオ/オーディオケーブルや HDMI ケー 
ブル）を一度抜き、再度奥までしっかり差し込んでください。 


映像ケーブルび断線していませんか。 

断線していたとさは新しいケーブルと交換して<ださい。 


接続しているテレビの入力は正しいで 
すか。 

接続している機器の取扱説明書をご覧になり、正しい入力に切 
り換えてください。 


解像度は正しく設定されていますか。 

解像度切換ボタンで映像と音声び出力される解像度に切り換 
えて < ださい。 


• 八イスピード HDMI ®/™ ケースレお使いの HDMI ケーブルや本機の設定によっては、108 Op 
じ(がの HDMI ケーブル（スタンダー映像や Deep Color び正しく出力されないことびあります。 

ド HDMI ケースレ）で接続していホームメニユーの[本体設定]から[オプション]一[初期設 
ませんか。 定に戻す]を選び、映像出力をお買い上げ時の設定に戻して< 

-イコライヴーを内蔵している ださい （49 ぺージ）。そのあと108 Op や Deep Color で 

HDMI ケーブルで接続していませ出力したいときは、イコライヴーを内蔵していない八イスピー 
んか。 ド HDMI ®/™ ケースレを使ってテレビと接続して、[セツトアツ 

プナビ]で本機を巧設定してください （24 ぺージ）。 


DVI 機器を接続していませんか。 

DVI 機器を接続すると映像び正しく映らないことびあります。 


[ カラースペース]び正しく設定され 
ていますか。 

[カラースペース]の設定を変更してください (43 ぺージ）。 

日□を再生してち映像び映らない、ま 
たは八イビジョンで出力されない。 


ディスクによっては、映像端テから映像を出力でさないことび 
あります。このとをは HDMI ケーブルを使って接続してくだ 

さい （17 ぺージ）。 

-再生中に映像び乱れる。 

-映像び暗い。 


-本機は□ヴィコーポレーションのアナ□グコピー保護技術 
に対応しています。テレビ （ ビデオデッキを内蔵したちのな 
ど）によっては、コピー保護されたディスクを再生したとき 
に正し<映らないことびあります。これは故障ではありま 
せん。 

- DVD レコーダーやビデオデッキなどを経由して本機とテレ 
ビを接続したとさは、アナ□グコピー保護によって映像び 
正しく映りません。本機とテレビは直接接続してください。 

-映像び伸びている。 

-映像び切れている。 

テレビの縦横比は正しく設定されてい 
ますか。 

テレビの取扱説明書をご覧になり、テレビの縦横比を正しく設 
定してください。 

• 縦横比び切り換えられない。 

本機の[テレビの縦横比 ] は正しく設 
定されていますか。 

本機の[テレビの縦横比]を正しく設定してください （42 ぺ一 

ジ)。 



HDMI 出力端子から1080 /24 p 、 1080/日0し1 080/60 p 、 
または720/目 Op の解像度で映像を出力しているとさは、[テ 
レビの縦横比]び [4:3] に設定されていても16:9で出力され 
ることびあります （42 ぺージ）。 

映像びとざれる。 


記録されている映像の解像度び切り換わるときに映像びとざ 
れることびあります。解像度切換ボタンで解像度を[自動]政 
外に設定してください。 

3 D 映像び出力されないまたは3□映 
像に見えない。 


-本機とテレビを HDMI ケーブルで接続してください。 

-テレビの3□設定を確認してください。 


接 
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音声 


1こんなとをは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

• 音声び出ない。 

• 音声び正し < 出力されない。 

ス□一再生、早送り/早戻ししていま 
せんか。 

ス□一巧生中、早送 0/ 早戻し中は音声び出力されません。 


音声ケーブルび正し < 接続されていま 
すか。 

• 接続している機器に合わせて、ケーブルを正しく接続して 
ください （ 1S、 19 ぺー ジ）。 

-ケーブルを奥までしっかり差し込んでください。 

-接続プラグや端テび巧れていたら拭いて<ださい。 


音声ケーブルび断線していませんか。 

断線していたとさは新しいケーブルと交換して<ださい。 


[音声出力]は正しく設定されていま 
すか。 

接続している機器に合わせて、[音声出力]を正しく設定して 
ください (43 ぺー ジ）。 


接続している機器は正しく設定されて 
いますか。 

接続している機器の取扱説明書をご覧になり、音量、入力、お 
よびスピーカーの設定などを確認してください。 

マ) レチチャンみレ音声び出力されない。 

マルチチヤンネル音声を選んでいま 
すか。 

メニュー画面または音声ボタンでディスクの音声をマルチ 
チャンネル音声に切り換えてください。 

サラウンドまたはセンタースピーカー 
から音び出ない。 


-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

• [音声出力]の[スピーカー設定]で、ボリュームの設定を 
確認してください (43 ぺー ジ）。 

サブウーファーから音び出ない。 


-再生している音声信号に低音域の成分び含まれていないと 
をは、サブウーファーから音は出ません。 

-[音声出力]の[スピーカー設定]で、ボ U ュームの設定を 
確認してください (43 ぺー ジ）。 

ラジオ受信中に雑音び多い。 


-アンテナを接続して最良な受信位置に設置してください。 

-屋外に FM アンテナを設置してください。 

-雑音を生じさせる機器の電源を切るか本機から遠ざけてく 
ださい。 


再生 


1こんなとをは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

-ディスクを再生でさない。 

-ディスクトレイび自動で開く。 

本機で再生できるディスクですか。 

-本機で再生でさるディスクか確認して<ださい （日ぺー ジ）。 

-ファイナライズされていないディスクは再生でをません。 


本機で再生できるファイルですか。 

-本機で再生できるファイルか確認してください （10 ぺー ジ）。 

-ファイルび壊れていないか確認してください。 


ディスクに傷びついていませんか。 

傷びついているディスクは再生でをないことびあります。 


ディスクび巧れていませんか。 

ディスクをク U- ニングしてください (52 ぺー ジ）。 


ディスクに紙やシールなどを貼り付け 
ていませんか。 

ディスクにそりび発生し、再生でさなくなる恐れびあります。 


ディスクびディスクトレイに正しく 
セットされていますか。 

-印刷面を上にセットしてください。 

-ディスクトレイの枠内に正しくセットしてください。 


U ージョンナンノ（一は正しいですか。 

本機び再生できるディスクの U —ジョンナンバーを確認して 
ください （10 ぺー ジ）。 

テレビ画面び止まつて操作でさない。 


- ■(停止） ボタンを押して再生を停止してから、再度再生し 
て < ださい。 

-停止でさないとさは、本体前面部の 6 STANDBY/ON ボ 
タンを押して電源をオフにしてから再度電源をオンにして 
<ださい。 

. 本体の 6 STANDBY/ON ボタンを已秒じ(上押し続けます。 
本機び巧起動して操作びできるよラになります。 

字幕び切り換えられない。 


レコーダーで録画したディスクでは字幕を切0換えられません。 

ディスクをセットしたあと、「読込中」 
と表示されたまま再生び始まらない。 

ディスクに記録されているファイル数 
び多すざませんか。 

ファイルび記録されているディスクをセットしたとき、記録さ 
れているファイル数によっては読み込みに数分から数十分か 
かることびあ0ます。 

ファイル名などに「■」び表示される。 


本機で表示でをない文字は■で表示されます。 

巨 D-R0M を再生しているとをに記憶 
領域 （ □一カルストレージ）不足の 
メッセージび表示された。 


- US 目デバイスを接続してください。 

-旧 UDA] でデータを消去してください （47 ぺー ジ）。 
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ネットワーク 

こんなとさは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

ネットワークに接続でさない。 


- LAN ケーブルを奥までしっかりと差し込んでください 

(20 ぺージ）。 

• モジュラーケーブルでは接続しないで<ださい。 

LAN ( 10/1 00) 端子には LAN ケーブルを使用してください。 

. イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）またはモデ 
ムの電源びオンになっているか確認してください。 

. イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）またはモデ 
ムび正しく接続されているか確認してください。 

. ネットワークの設定を確認してください。 

日 D - UVE 機能旧□のインターネット 
接続）び使えない。 


. ネットワークの接続と設定を確認してください。 

• US 目メモ U - を接続してください。 

- USB メモ U —のデータを消去して<ださい。 

-巨 D - UVE 機能対応の目 D - R 0 M か確認してください。 

-接続テストを実行してください （47 ぺージ）。「ネッ 
トワークは正常です。」と表示されたとさは、[本体設 
定]一[ネットワーク]一 [ プ□キシサーノ （一] 一 [ 次画面へ] 
でプ□キシサーバーの設定を確認してください （46 ぺ一 
ジ）。また、インターネットの接続に問題びある可能性びあ 
ります。プ□バイダーにご相談ください。 

BD - LIVE に対応したディスクを読み 
込むときに「目□のインターネット接 
続を許可しますか？」と表示される。 


巨 D - R 0 M のネットワーク接続証明書び無効なとさに表示され 
ます。接続を許可しないとをは [ いいえ]を選んでください。 

接続テストを実行すると「ネットワー 
クは正常です。」じ(外のメッセージび 

「 LAN ケーブルび接続されていませ 
ん。」と表示されますか。 

本機とイーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）び正し 
く接続されているか確認してください。 

表71^された。 

- rip アドレスを取得でさません。」 

と表示されますか。 

-「ゲートウェイから応答びありませ 
ん。」と表示されますか。 

- IP アドレスを自動で設定したときは、[情報]で正しく設定 
されているか確認してください (43 ぺージ）。詳しくは、 
イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）の取扱説明 
書をご覧ください。 

- IP アドレスを手動で設定してください。 


「 IP アドレスび重複しています。」と 
表示されますか。 

-イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）の DHCP 
サーバー機能の動作、設定を確認してください。詳しくは、 
イーヴネット八ブの取扱説明書をご覧ください。 

-本機の IP アドレスを手動で設定したときは、本機または他 
機器の IP アドレスを設定し直してください。 


イーヴネット八ブ（八ブ機能を持った 
ルーター)は正しく動作していますか。 

-イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）の DHCP 
サーバー機能の動作、設定を確認してください。詳しくは、 
イーヴネット八ブの取扱説明書をご覧ください。 

. イーヴネット八ブ（八ブ機能を持ったルーター）を再起動し 
て < ださい。 

パソコンなどのネットワーク上の機器 
の音楽ファイルび再生でさない。 


接続している機器にインターネットセキュ U テイーソフト 
ウェアなどびインス1-ールされているときは、機器に接続でさ 
ないことびあります。 


本機の電源びオンの状態で、電源び才 
フだったネットワーク上の機器の電源 
をオンにしていませんか。 

本機の電源をオンにする前にネットワーク上の機器の電源を 
オンにしておいて < ださい。 



接続している機器の設定び正しくされているか確認してくだ 
さい。クライアントを自動で承認（許可）したときは、改めて 
入力する必要びあります。接続の設定び「許可しない」になっ 
ていないか確認してください。 



接続している機器に再生できるファイルびないときは、保存さ 
れているファイルを確認してください。 

再生び始まらない。 

接続している機器の電源や接続び切れ 
ていませんか。 

接続している機器の電源や接続を確認してください。 

パソコンび正し < 動作しない。 

IP アドレスは正しく設定されていま 
すか。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにするか、ネットワー 
ク環境に合わせて、 本機の IP アドレス、プ□キシを手動で設 
定してください。 



IP アドレスを自動設定しているときは、時間びかかります。 
しばらくお待ちください。 
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1 こんなとをは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

パソコンなどのネットワーク上の機器 
の音楽ファイルび再生でさない。 


パソコンに Windows Media 円 ayer 11または12びインス 

1-ールされているか確認してください。 



音楽ファイルび、 MP 3 、 WAV (LPCM のみ)、 MPEG -4 AAC 、 
FLAG、WMA フォーマツトで記録されてし)るか確認してくださ 
しんそれらのファイルであってを本機で再生できないことをあり 
ます。 


Windows Media 円 ayer 11または 

12で MPEG -4 AAC や FLAG フアイ 
ルを再生しよラとしていませんか。 

Windows Media 円 ayer 11または12では MPEG -4 AAC 
や FLAG ファイルを再生することはでさません。他のサーバー 
を使用してください。 



ネツトワークに接続している機器び待機状態やス U —プモー 
ドになっていないか確認してください。必要に応じて再起動し 
てみてください。 



ネツトワークに接続している機器びファイルの共有を許可して 
いないとさは、接続している機器の設定を変更してください。 


ネットワークに接続している機器の 
フォルダーび削除または破損していま 
せんか。 

フォルダーを確認してください。 



ネツトワークに接続している機器の設定で接続び制限されて 
いるときびあります。ネツトワークに接続している機器の接続 
やセキュ U ティの設定を確認してください。 

Windows Media 円 ayer 11または 
12に接続でさない。 

0 S に Windows XP または Windows ? 
を使用しているパソコンで、ドメインに 
□グオンしていませんか。 

ドメインではなく、□ーカルマシンに□グオンしてください。 

音声び自動で停止したり乱れたりする。 


本機で再生でをるファイルフォーマツトか確認してください。 
本機で再生できる拡張テびついたファイルでを再生できない 
ことや表示されないことびあ0ます。 



フォルダーび壊れていないか確認してください。 


LAN ケーブルび抜けていませんか。 

LAN ケーブルを正しく接続してください。 


同ーネットワーク上でインターネット 
通信び行われているなど、ネットワー 
クの通信び混雑 していませんか。 

ネツトワーク上の機器と接続するときは]00目 ASE-TX をお 
使いください。 


同ーネットワーク上に無線 LAN を経 
由する接続びありませんか。 

-無線 LAN で使用する 2.4 GHz 帯の帯域び不足している可 
能性びあります。無線 LAN を経由しない有線 LAN で接続 
して < ださい。 

- 2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器（電子レンジ、ゲーム機 
など）を離して設置して<ださい。それでを改善されない 
ときは、電磁波を発する他機器の使用をやめてください。 
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その他 

こんなとさは 

ここを確認してください 

対応のしかた 1 

電源び入らない。 

電源コードび正し<接続されていま 
すか。 

-電源コードをコンセントにしっかりと差し込んでください。 

-電源コードを一度抜いて、数秒後にふたたびコンセントに差 
し込んでください。 

勝手に電源び切れる。 


オートパワーオフび設定されてるとさは、自動で電源オフにな 
ります。オートパワーオフの設定を確認してください （4 已 

ページ）。 

1」モコンで操作でをない。 

本体から離れた場所で操作していませ 
んか。 

1」モコン受光部との距離び7 m の範囲で操作して<ださい。 


電池びな < なっていませんか。 

電池を交換してください （7 ぺー ジ）。 

設定した内容び消えてしまった。 

. 本機の電源びオンのとをに電源コー 
ドを抜いていませんか。 

-停電び起さていませんか。 

電源コードは、必ず本体前面部のむ STANDBY / ON ボタン、 
または U モコンのむ電源ボタンを押して本体表示窓の表示び 
消えてから10秒似上待ってから抜いてください。特に、他機 
器の AC アウトレツトに本機の電源コードを接続しているとを 
は、その機器の電源と連動して本機の電源びオフになりますの 
でごを意ください。 

USB デバイスび正しく動作しない。 

USB デバイスび正しく接続されてい 
ますか。 

. 本機の電源をオフにしてから再度電源をオンにして<ださい。 

. 本機の電源をオフにして、 US 目デバイスを接続し直してく 

ださい (23 ぺー ジ）。 


USB 延長ケーブルを使用していませ 
んか。 

USB 延長ケーブルは使用しないでください。本機び正し<動作 
しないことびあります。 


メモ U —力ード1」ーダーや US 目八ブ 
などを経由して USB 端子に US 日デ 
バイスを接続していませんか。 

メモ U —カード1」ーダーや USB ； V ブなどを経由して U S 目デ 
バイスを接続すると、動作しないことびあります。 


USB デノくイスに複数のノくーティシヨ 
ンを設定していませんか。 

US 目デバイスに複数のパーテイシヨンを設定しているとさは、 
認識しないことびあります。 


USB デバイスび書さ込み禁止になっ 
ていませんか。 

本機の電源をオフにしてから USB デバイスの書き込み禁止を 
解除してください。 


USB デバイスのファイルシステムは 
FAT 16または FAT 32 ですか。 

FAT 16または FAT 32 のファイルシステムで初期化されてい 
る USB デバイスだけ使用でさます。 



US 目デバイスによっては動作しないことびあります。 

表示窓び暗い。 


U モコンのデイマーボタンを押して、表示部の明るさを選択し 
て < ださい。 


• 仕様および外観は予告なく変更ずることがありまず。 

• 本機のヴポート関連情報については、パイオニアの Web サイトをご覧ください。 
http :// pioneer . jp / support / 
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保証とア フターヴー ビス 


保証書（別添）について 


連絡いただをたい内容 


保証書は必ず「お買い上げ店名-お買い上げ曰」などの記入 
を確かめて販売店から受け取り、内容をよ<読んで大切に保 
存して < ださい。 


保証期間は購入曰か51年間です。 


捕修用性能部品の巧有期巧 


• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名：ブルーレイディスクヴラウンドシステム 
• 型番： HTZ -626 巨 D 
• お買いホめ曰 

• 故障または異常の内容（でさるだけ詳し <) 


当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ため1し必要な部品です。 


修理に関するご質巧、ご相談 

裏表紙に記載の修理受付窓□、またはお買い求めの販売店に 
ご相談 < ださい。 


修理を依巧されるとを 

修理を依頼される前に 已3〜已7ぺージ の「故障かな？ 
と思ったら」の項目をご確認<ださい。 

それでち正常に動作しないとさは、ご使用を中止し、必ず電 
源プラグを抜いてから、裏表紙に記載の修理受付窓□または 
お買い求めの販売店へご依頼ください。 

ご転居されたり、ご贈答品などで、お買いまめの販売店に修 
理のご依頼びでさないとさは、「ご相談窓□のご案内-修理窓 
□のご案内」（裏表紙）をご覧になり、修理受付窓口にご相談 
<ださい。 


保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。保証書に記 
載されている当社保証規定に基づさ修理いたします。 


保証期間が過ぎているとまは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料で 
修理いたします。 


本機は一般家庭用機器として作られたものです。一般家庭用 
外（たとえば、飲食店などでの営業用の長時間使用、車両、 
船舶への搭載使用）で使用し、故障したとさは、保証期間内 
でち有償修理を承ります。 


音のエチケット 


I 音のェナヶット I 


楽しい音楽ち時と場所によっては気になるわので 
す。隣近所へのおちいやりを十分にいたしましょ 
ラ。ステレオの音量はあなたのむびけ次第で大さ 
くわルさくもなります。特に静かな夜間にはルさ 
な音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞には特に気を 
配りましょラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉めたりする 
のち 一つの 方法です。お互いにむを配り、快い生活環境を守 
りましょう。 
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ヴービス拠点のご案内 


受付月〜金9:30〜18:00 (± ■曰-祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (薛社休業曰は除く） 

□4 已-日 43-3788 干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 

□47-773-93 已4干27已 -00 16習志里 f 市ま田ミ召 3-20-22 

□48 -目己 1-8030 干33 1-08 12さいたま市化区宮原町1 -310-1 

□2 白- 248- 1306 干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 

□28-6 己7-已882 干321 -09 11宇者 K 宮市問屋田 J 3 1 72-1 組合会負官内 

□270-22-18 己9干 372-0801 イ尹勢崎市宮モ田 J 1 191 -1 7 ノくヴージユ808イ尹勢崎101号 

025-374-5756 干9己 0-0982 新潟市中央区堀之内南1 -20-1 1 

□46-231-1209 干 243-0422 海を名市中新田 4-1 0-已3中山ビル 1 F 

□2 日 3-48-0 己7己干 390-08 己2松本市大字島立180-己パイオニア松本拠点 1 F 

026-229-5250 干 380-093 己長里 f 市中宿 P 所 1-24 

□己己- 228-8003 干400 -003 己甲府市飯田4-白 -14 

□2 已 9-63-3400 干白己 2- 1209佐渡市金井田 J 千種11已 8- 1 

□4994-6-1 246 干1 00- 1211兰宅村大字坪田 


受付月〜金9:30〜18:00化-曰.祝.薛社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (薛社休業日は除く） 

□52-532-1 148 干4己 1-0063 名ち屋市西区巧切 2-8-1 8 

□己 64-33-7080 干 444-0931 岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ B -1 

059-213-6712 〒己 14-0821 ま市重水己22-己 

058-274-5256 〒己00 -8384 岐阜市鼓田南 4-2- 10 

□己 4-236-4063 干 422-8034 静岡市酸)'巧区高ホ公2-己 -1 1 

□己己- 967-84 已己干410 -0876 ミ召ま市 j ヒ今沢 12-7 

□己 3-422 -1401干 430-09 12お松市中区茄子町 355- 1 

□76-240-0 己己0 〒白 20-0362 金沢市ち府 3-60-1 K 2 ビ J レ 1 F 

□76-42 已 -3027 干93白-8211富山市二□田 J 1-7-1 

□776-27 -1768干91 0-0001 福井市大原頁寺3-己 -9 


♦関東•甲信越地区 

☆関まサービスセンター 
な千葉サービスステーション 
☆埼玉サービスステーション 
水戸サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新潟サービス認定店 
ネ申奈川西サービス認定店 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 
佐ミ度サービス指定店横山電機商会 
兰宅島サービス指定店勝見電機 


♦中部地区 

☆中部サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
まサービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼まサービス認定店 
浜松サービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


♦東北地区 


☆東北サービスセンター 

FAX 

022-37 已 -49 白 6 

山形サービス認定店 

FAX 

023 -曰 1 己- 1627 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991-74 目6 

盛岡サービス認定店 

FAX 

01白-6己 6-7648 

青森サービス認定店 

FAX 

017 -73 已 -2438 


受付月〜金9:30〜18:00 (± ■曰-祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 ] 江00〜17:00 (弊社休業曰は除く） 

〒日 81-31 12仙台市泉区八乙た 2-11-10 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

干 963-88 日1郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
干 020-0051 盛岡市下太田下川原1己 3-1 
干030 -0821 青森市勝田 2-16- 10 


•東京都巧 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


受付月〜金日:30〜1狂00 ±日:30〜17:00 ( 曰-祝-興社休業曰は除く） 

FAX 03-己3己 7-0770 干1己扫 -00 己5世田谷区がが富己-28-目吉崎ビ J レ 1 F 
FAX 03-3601-8070 干12已 -0061 ま京都暮飾区亀有 3 T 目11 -1 
FAX 042-己24-已947 干1 90-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセ J レ立川 1 F 


サービス拠点 CD ご案内 ※番号をよ < お確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


サービス拠点への電話は、 修理受か窓□ でお受けします。(ミ中縄県のちはミ中縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受な窓旦にご確認ください。 


♦北海道地区 

☆化ミ毎道サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付月〜金日:30〜18:00化-曰■祝-薛社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (薛社休業曰は除く） 
FAX 01 1-61 1-5694 干 064-0822 札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
FAX 0166-己已 -7207 干070 -0831 旭川市旭田条1 了目 438-89 
FAX 01已己- 23-77 已7 干080-001己帯広市西己条南28 了目1 -1 
FAX 0138 -40-6473 干041 -08 11函館市富岡町 2-18-7 


I ホ—ムメディア 
ギヤラリ— 


ウェブコンテンツ 
の再生 


いろいろな機能-詳細設定 
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♦関西地区 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-26 己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-26 己巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 日 

京都サービス認定店 

FAX 

07己- 644-7 白7已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-已 0-088 白 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -己37己 


受付月〜金9:30〜18:00吐-曰.祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜它受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (薛社休業曰は除く） 

〒己白 4-00 己2吹田市広泛田 J 己-8 

干6已！ -0093 ネ申戸巿中央区二宮巧 1 T 目 10-1 □-レル兰宜ノースアベニユ ー1 F 
干671 -0224 姫路市別所町佐± 1-126 
〒目41 -00 14和歌山市毛見11 26-4 

干60 1-8444 京都市南区西九条森本巧4イツツアイランド 1 F 
干630 -8 141奈良市南京終町 1-174-2 
干 620-00 己己福知山市德尾新町 2-74 カマ八チマンション 


♦中国•四国地区 

な中四国サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービス認定店 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
松山サービス認定店 


受付月〜金9:30〜18:00让•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜它受付 9:30-12:00. ] 3:00〜17:00 (弊社休業曰は除く） 

FAX 082-534-5859 干 733-0003 広島市西区兰擦町 2-4-22 NK ビ J レ1 F 

FAX 086 -2 已 0-2724 干700 -0 白7已岡山市 j ヒ区今 3-10-1 0備前ビ J レ 1 F 

FAX 08己 2-22-777 白干 690-001 7ネ公江市西ま田4-已 -40 (有）テクピット内 

FAX 0849 -31-2791 干 720-081 己福山市野上町 3-12-9 

FAX 08己 7-28-80 11干 680-0 白34鳥取市徳尾 422-2 

FAX 0834 -33 -己7己白干74己-0006周南市巧富田 J 3-11 森広事務所 1 F 

FAX 087-813-6112 干7日 0-0080 高松市木太町 862-1 

FAX 088-6 日 9-607 曰干 770-8023 徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下1階107号 
FAX 088 -802-3321 干 780-00 己1高知市愛ち町 3-12-1 3晃栄ビ J レ1 F 
FAX 089-91 1-5608 干79 1-80 13松山市山越己- 12-8 


♦九州地区 

☆九州サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-941-8354 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 己 2-20-1991 

FAX 

0 白己- 849-4606 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097 -己己 1-2049 

FAX 

0白8已 -27-3 136 

FAX 

099-201-3803 


受付月〜金9:30〜18:00吐-曰.祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜它受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (弊社休業曰は除く） 

干 812-0016 福岡市博を医博多駅南 2-1-9 ヤマエ博を駅南ビル 1 F 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本 1 T 目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干 840-0201 佐賀市大和町大字尼寺2日 88-1 
干8已 2-8 14己長崎市昭和 1 T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干861 -2 118熊本市巧立 4-9-3 1 
干 870-0921 大分市敌原 3-23-1 己日商ビル101 
干880 -0821 宮崎市浮城町白 8-1 
干8白 0-0034 鹿児島市田上6了 g 29-已已 


•沖縄県 

ミ中縄サービス認定店 


TEL 

FAX 


0白 8-987-1 120 
098-987-1 121 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

干 902-0073 那覇市上間413琉電アパート 1- 己 


平成吕4年3月現在 


記載内容は、予告な < 変更ごせていただくことびありますので予めご了承 <だごい。 
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電液に関するご注意 


本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用しています。この 

周波数の電波は、一般家庭でちいろいろな機器（電子レンジ 

やコードレスフォンなど）で使用されています。 

似下のような場所で本機を使用するときは、送信/受信びで 

さな<なることびあります。 

• 2.4 GHz を利用する無線 LAN 、 また電子レンジなどの機 
器の磁場、静電気、電波障害び発生するところ。（環境に 
より電波び届かないとさびあります。） 

• ラジオから離してお使い<ださい。（ノイズび出ることび 
あります。） 

• テレビにノイズび出たときは、本機（および本機対応製品） 
びテレビ、ビデオ、日 S チューナー、 CS チューナーなど 
のアンテナ入力端テに影響を及ぼしている可能性びありま 
す。本機（および本機対応製品）をアンテナ入力端テから 
遠ざけて設置して<ださい。 

A 注意 

• 本機の使用によって発生した損善については、法令上賠償 
責任び認められるとさを除さ、当社は一切の責任を負いか 
ねます。あらかじめご了承 < ださい。 

• 本機は、すべての無線 LAN 機器との接続動作を保証する 
ちのではありません。 

• 当社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器に関す 
る通信エラーや不具合について、一切の責任を負いかねま 
す。あらかじめご了承ください。プ□バイダーまたはを接 
続機器のメーカーにお問い合わせください。 

• インターネットをお使いになるとさは、インターネット 
サービスを提供しているプ□バイダーとの契約-料金び別 
途必要です。 


まをにお使いいただ<ために 

• 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機器の近くでは 
使用しないでください。電子機器に誤動作するなどの影響 
を与え、事故の原因となる恐れびあります。 

• 航空機内や病院など、使用を禁止された場所では使用しな 
いで<ださい。電子機器や医療用電気機器に影響を与え、 
事故の原因となる恐れびあります。医療機関などの指示に 
従ってください。 


ご注意いただをたい電子機器の側 

補聴器、ペースメーカー、その他医療用電気機器、乂災報知器、 
自動ドア、その他自動制御機器など。 

ペースメーカー、その他医療用電気機器をお使いの方は、該 
当の各医療用電気機器メーカーまたは販売業者に電波による 
影響に ついて ご確認<ださい。 


電液法に基づ<認証について 

本機は電波法に基づ<ル電カデータ通信の無線設備として認 
証を受けています。従って、本製品を使用するとさに無線局 
の免許は必要ありません。ただし、似下の行為を行ラと法律 
により罰せられることびあります。 

• 本機を分解/改造すること。 

• 本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと。 


周液数について 

この無線機器は 2.4 GHz 帯を使用します。変 _ 

調方式として DS - SS 変調方式および OFDM r 2.4 DS / OF 4 

変調方式を採用し、想定される与干渉距離は - 

約40 m です。 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学 • 
医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用されている 
移動体識別用の構内無線局 （ 免許を要する無線局）および特定 
ル電力無線局 （ 免許を要さない無線局）並びにアマチュア無線 
局 （ 免許を要する無線局）び運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線 
局および特定ル電力無線局並びにアマチュア無線局び運用 
されていないことを確認して<ださい。 

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有 
善な電波干渉の事例び発生したとさには、すみやかに使用 
周波数を変更するか又は電波の発射を停止したラえ、パイ 
オ ニア カスタ マーヴ ポートセンターにご連絡いたださ、混 
信回避のための処置など （ たとえば、パーティシヨンの設 
置など）についてご相談<ださい。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局あ 
るいはアマチュア無線局に巧して有善な電波干渉の事例び 
発生したとさなど、何かお困りのことび起さたとさは、パ 
イオニアカスタマーヴポートセンターにお問い合わせくだ 
さい。 
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おらな仕様 


本侃！！ （ XV - BD 121 W ) 

-般 


電源電圧 

AC 100 V . 50 Hz /60 Hz 

消費電力 

190 W 

待機時消費電力 

0 .已 W 未満 

外形寸法 

(幅 X 高さ X 奥行） 

約430 mm X 62 mm x 34 已 mm 

本体質量（概算） 

3.4 kg 

許容動作温度 

己で〜 3 己で 

許容動作湿度 

8 已％じ(下 

US 日バスパワー 

DC 己 V =已〇0 mA 

入力/出力 

映像出力 

1.0 V ( p - p )、 7己 n 、 

ネガティブ sync 、 RCA 端テ X ] 

HDMI 出力 
(映像/音声） 

19ピン（タイプ A ) 

アナ□グ音声入力 

2.0 Vrms り kHz ' 0 d 日)、 

600 n、RCA 端テ（し R ) X ] 

デジタル入力（光） 

光端テ X 2 

ヴンプ U ング周波数:48 kHz 、 

96 kHz 

PORTABLE IN 

0.5 Vrms 

(3 .已 mm ステレオジャック） 

アダプター端テ 

已 V ,100 mA 

マイク端テ 

マイクジャック X ] 

USB 端テ 

4ピン A タイプ X 2 

チューナー 

FM 受信周波数 

76 MHz - 90 MHz 

アンプ 

定格出力旧 MS ) 30 % 

1タル：1100 W 


フ□ント： ] 己0 W X 2 (4 0 ) 
(2 ch 同時駆動時） 


センター: 250 won ) 


リア：]己 0 WX 2 (4 0) 

(2 ch 同時駆動時） 


ヴブウーファー: 2 己 0 W (3 n ) 

( RMS ) 10% 

1タル： 980 W 


フ□ント：12己 W X 2 (4 n ) 
(2 ch 同時駆動時） 


センター: 19 己 W (3 n ) 


U ァ：12己 W X 2 (4 n ) 
(2 ch 同時駆動時） 


サブウーファー:] 9 已 W (3 n ) 


システム 

信号システム 

標準 NTSC カラーテレビシステム 

LAN ポート 

イーヴネット端子 X 1、 

10 BASE - T /100 BASE-TX 


無線 LAN 

対応規格 

IEEE 802.11 b / g/n 

セキュリティ 

WEP 、 WPA 、 WPA 2 

周波数 

2.412 GHz 〜2.472 GHz 

チヤンネル 

]3 (1 〜 13 ch ) 

データレート※ 

802.1 In 最大1日 0 Mbps 

802. 11邑已4、48、3日、24、18、12、9、目 Mbps ( 自動認識） 
802.1 lb 11、日.己、2、 ] Mbps (自動認識） 

※無線規格の理論上の最大値であり、実際の転送速度を示すち 
のではありません。 


スピーカー部 （ S - BD 121) 

フ□ント/サラウンド スピーカー （左/ち） 


型式 

密閉式ブックシェルフ型 

使用スピーカー 

6.6 cm (コーン型 ）X ] 

インピーダンス 

4 n 

再生周波数帯域 

150 Hz ~ 20 kHz 

外形寸法 

(幅 X 高さ X 奥行） 

9己 mm X 80 mm x 90 mm 

本体質量 

0.3 l < 旨 

センタースピーカー 

型式 

密閉式ブックシェルフ型 

使用スピーカー 

6.6 cm (コーン型 ）X 2 

インピーダンス 

3 n 

再生周波数帯域 

] 30 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

(幅 X 高さ X 奥行） 

230 mm X 80 mm x 90 mm 

本体質量 

0.7 kg 

ヴプウーファー 

型式 

バスレフ式フ□ア型 

使用スピーカー 

16 cm (コーン型） X ] 

インピーダンス 

3 n 

再生周波数帯域 

30 Hz ~ 1 kHz 

外形寸法 _ 

( 幅 X 局さ X 奥わ） 

130.已 mm X 420 mm x 37 已 mm 

本体質量 

4.4 kg 
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< 各窓□へのお問い合わせの時のごミ主意 > 

r 日12日」で始まる眉!フリーコールおよび颗フ U - コールは、携帯電話 - PHS • -部の！ P 電話 
などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 -PHS - I P 電話などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただ<ことびございますので発信者番号の通知に 
ご協力いたださますよラお願いいたします。 


ご相談窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただをますようお願いいたします 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 ra 0120-944-222 -般電話044-己 72-8 T 02 

■ファックス 044-己 72-8] 03 

■インター ネッ トホームぺージ http;//piQneer.jp/suppQrt/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいたださますようお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認 
ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 


♦ お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 



受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、 

±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜 

• 祝曰-弊社休業曰は除く） 

■電話 

爲! 0] 20-已- 8] 028 -般電話 

044-己 72-8] 00 

■フ アッ クス 

因0]20-已- 8] 029 


■インターネットホームぺージ 

http :// piQneer . jp / suppQrt / repair / 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けております 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:30〜]挣〇〇 (±曙-日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 


■一般電話 

098-987-1 120 


■ファックス 

098-987-1 121 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜]挣〇0、 

±曜9:30〜12:00、1 3:00- 

-17:00 (日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■電話 

IP 0120-已 -81095 

-般電話 044- 已72 - 8 ] 07 

■ファックス 

歡 0] 20-已- 8] 096 



平成24年3月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 L .049 


JIS C 61000-3-2 適合品 


© 2012；イオニア株式会社禁無断転載 


7 Y イオニア株式会社 


干2 ] 2-0031 神奈川県 j 11崎市幸区新ル倉 ] 番]号 













